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　平成18年１月10日、南河内町、石橋町、国分寺町の３町が合併し、新生
「下野市」が誕生しました。平成27年度は、下野市制施行10周年の節目
の年を迎え、新たな一歩を踏み出します。また、平成28年３月には、現
在建設中の新庁舎が完成する予定です。
　この10年間の歩みを振り返るとともに、記念事業をとおして市民の方々
と10周年を祝い、新たなスタートを切りたいと思います。
　平成27年４月から平成28年３月までの１年間を記念の年とし、さまざ
まな事業を実施します。

■冠事業
　既存の下記事業を下野市制施行10周年記念として、工夫を凝らし、内容の充実を図り実施しま
す。なお、詳細については、別途広報等でお知らせします。また、開催日・会場については、変
更となる場合があります。　

※上記のほか、「下野市制施行10周年記念」として実施する事業については、その都度お知らせします。

　このほか、現在選考中の下野市制施行10周年記念市民提案事業が開催される予定ですが、決定
次第お知らせします。また、各種団体等や市民の皆さんが、「下野市制施行10周年記念」と冠を
付けて事業・イベント等を実施する場合には、総合政策課まで申請してください。（ロゴマーク
使用も申請が必要となります。）

　　■問い合わせ先　総合政策課　☎（40）５５５０

事　業　名 開　催　日 会　場
こどもまつり（児童館５館合同）（詳しくはP40） ４月25日㈯ 国分寺公民館
第５回しもつけかんぴょうまつり 　　　　７月25日㈯ 道の駅しもつけ
下野市小中学校音楽祭 　　　　９月19日㈯ 石橋中学校
第10回市民体育祭運動会（石橋・国分寺地区）

第７回スポーツフェスティバル（南河内地区）
（詳しくはP30）

　　　　10月11日㈰
大松山運動公園
国分寺運動公園
南河内体育センター 他

しもつけ市民芸術文化祭2015 10月中旬～ 11月上旬
国分寺公民館
南河内体育センター
グリムの館

下野市菊花展 10月31日㈯
～ 11月８日㈰ 天平の丘公園

第４回下野市産業祭 　　　　11月８日㈰ 大松山運動公園
第８回子どもなんでも発表会 　　　11月下旬 市内小学校（未定）
第10回南河内地区一周駅伝競走大会（通算34回） 　　　　12月13日㈰ 南河内地区
公立保育園合同クリスマス会　 12月16日㈬ グリムの館
第10回天平マラソン大会（通算42回） 平成28年１月11日㈷ 天平の丘公園周辺
第10回下野薬師寺跡史跡まつり 　　　３月上旬 下野薬師寺歴史館
第37回天平の花まつり 　　　３月下旬 天平の丘公園

平成28年
3月26日㈯
（予定）

新庁舎
（予定）

下野市制施行10周年記念
～市民とともに  未来を創る～

10周年記念ロゴマーク

Anniversary

1010周年周年
特別記念事業特別記念事業 期  日期  日 会  場会  場下野市制施行10周年・

新庁舎完成記念式典
※市歌発表、記念切手の発売、
記念イベント、新庁舎内覧会
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第3次下野市行政改革大綱を策定しました
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＊
策
定
の
趣
旨

自
治
基
本
条
例
施
行
後
初
め
て
策
定

す
る
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
は
、
市
民

と
の
協
働
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
の
基
本

方
針
を
継
続
・
強
化
し
つ
つ
、
新
た
な

視
点
を
追
加
し
、
柔
軟
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て
策
定

し
ま
し
た
。

＊
実
施
期
間

　
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間

＊
基
本
目
標

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
持
続
的
に
発

展
す
る
ま
ち
づ
く
り

＊
３
つ
の
基
本
方
針

Ⅰ　

さ
ら
な
る
協
働
の
推
進

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、

市
政
情
報
の
積
極
的
な
発
信
、
市
民
参

画
の
機
会
の
充
実
等
、
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅱ　

質
的
側
面
の
向
上

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
図
る

た
め
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
運
営
の
確
立
を
目
指
し
、
事
務
事
業

の
改
善
、
職
員
の
資
質
向
上
等
に
努
め

ま
す
。

Ⅲ　

量
的
側
面
の
改
善

歳
入
の
減
額
等
を
考
慮
し
、
事
業
の

必
要
性
、
費
用
対
効
果
、
効
率
性
を
十

分
に
勘
案
し
た
事
業
へ
の
取
組
を
行
う

と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
適
正
管
理
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

＊
重
点
項
目

基
本
目
標
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

３
つ
の
重
点
項
目
と
27
の
個
別
項
目
を

設
定
し
、
行
政
改
革
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

Ⅰ　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
次
の
６
項
目
の
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

⑴ 

下
野
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
の
推
進　
　
　
　
　

⑵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
と
の
連
携

⑶
協
働
型
社
会
の
構
築

⑷
市
民
と
行
政
の
対
話
の
推
進　
　

⑸
市
民
参
画
の
推
進

⑹
市
民
の
一
体
感
の
醸
成

Ⅱ　

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
の

推
進効

率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
の
推

進
の
た
め
次
の
13
項
目
の
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

⑴
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化

⑵
庁
内
組
織
の
継
続
的
な
見
直
し

⑶
審
議
会
・
委
員
会
等
の
見
直
し　

⑷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用

⑸
民
間
活
力
活
用
の
推
進

⑹
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
着
実
な
運
用

⑺
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

⑻ 

給
与
等
の
適
正
化
と
職
員
資
質
の
向

上
⑼
職
員
数
・
臨
時
職
員
数
の
適
正
管
理

⑽
人
材
育
成
の
推
進

⑾
職
員
の
意
識
改
革
の
推
進

⑿
公
共
工
事
の
適
正
な
執
行
管
理

⒀
広
域
的
な
行
政
の
推
進

Ⅲ　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政

運
営
の
推
進

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
推
進
の
た
め
次
の
８
項
目
の
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

⑴
事
務
事
業
の
継
続
的
な
見
直
し　
　

⑵ 

公
共
施
設
の
適
正
管
理
と
効
率
的
な

運
営

⑶ 

地
方
公
営
企
業
・
第
３
セ
ク
タ
ー
等

の
経
営
健
全
化
の
推
進

⑷
課
税
・
受
益
者
負
担
の
適
正
化　
　

⑸ 
財
政
指
標
の
設
定
と
財
政
情
報
の
適

切
な
公
開

⑹
予
算
査
定
の
改
革

⑺ 

税
外
収
入
確
保
と
公
共
工
事
コ
ス
ト

縮
減

⑻
新
た
な
財
源
確
保
の
取
組

＊
実
施
計
画

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
の
具
体
的
な

取
組
と
し
て
、
92
の
実
施
項
目
を
設
定

し
た
実
施
計
画
を
策
定
し
そ
の
着
実
な

実
施
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
実
施
項
目

ご
と
に
毎
年
度
進
捗
管
理
を
行
い
、
状

況
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

★
行
政
改
革
大
綱
と
は

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
下

野
市
総
合
計
画
」
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
必
要
な
財
源
の
確

保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
柔
軟
な

組
織
体
制
や
職
員
の
意
識
改
革
、

能
力
向
上
な
ど
、
限
ら
れ
た
資
源

を
最
大
限
活
用
し
て
い
く
た
め
の

新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
実
現
の
た
め
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

○ 

第
３
次
下
野
市
行
政
改
革
大
綱

及
び
実
施
計
画
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

※ 

下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
〔
総

合
案
内
〕↓〔
組
織
か
ら
さ
が
す
〕

　

↓〔
総
合
政
策
課
〕↓〔
行
政
改

　

革
〕↓〔
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
・

　

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
〕

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

　

☎（
40
）５
５
５
０

第
３
次
下
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た



災害時等における避難者の相互受入れに関する覚書を締結しました

市では、２月12日に上三川町と、大規模な水害時等に市指定避難所へ避難すること
ができない場合、対象施設に緊急避難できることを覚書として取り交しました。対象地
区及び施設は下記のとおりです。

■上三川町民が下野市へ避難する場合
上三川町大字鞘堂（鞘堂自治会）の一時
避難所

名称及び所在地 電　話
グリムの館
下古山747番地 （52）１１８０

古山小学校
下古山三丁目１番地９ （52）１１３２

北関東自
動車道

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線（
東
北
本
線
）

4

石
橋
駅

下
野
市

上
三
川
町

(1) 寿町自治会、石町自
治会、旭町自治会のうち、
ＪＲ宇都宮線の東側地区

(2) 若林南自治会の
うちＪＲ宇都宮線の
東側地区

下野市 上三川町
災害時等における避難者の
相互受入れに関する覚書を

締結しました

■下野市民が上三川町へ避難する場合
⑴下野市石橋の一部及び下石橋の一部（寿町自
治会、石町自治会、旭町自治会のうち、ＪＲ宇
都宮線の東側地区）の一時避難所

名称及び所在地 電　話
明治南小学校
上三川町大字多功1412番地 （53）０２３７

⑵下野市下古山の一部（若林南自治会のうち
ＪＲ宇都宮線の東側地区）

名称及び所在地 電　話
明治小学校
上三川町大字大山524番地 （53）００７０

■問い合わせ先　安全安心課　☎（40）５５５５

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
4



❖しもつけブランド❖

❖スーパーケムラー
　（茅葺屋根保存技術）
　昔は囲炉裏やかまどの煙によって、
屋根材をコーティングし、茅葺屋根
を長持ちさせていました。生活環境
が変わった現代に合わせ、囲炉裏や
かまどに代わる煙のコーティング方
法として開発されたものが「スーパ
ーケムラー」です。送風量や温度を
調節しダクトを通して煙だけを建物
に送ることにより、安全・確実に茅
葺建物の耐久性を高めています。
•㈱茅葺屋根保存協会
　下野市大光寺1丁目5番11号

❖手づくりのかんぴょう菓子
　ふくべえ
　下野市産のかんぴょうを使った
手づくりのお菓子です。
　かんぴょうを柔らかくなるまで
煮て戻し、一口大に切り、砂糖、
細かく刻んだ柚子を和えて、乾燥
したものです。
•南河内農産物加工組合
　下野市磯部464番地

❖かんぴょうのきんぴらまん
　下野市特産のかんぴょうを使用した中
華まんじゅうです。ゴボウの代わりにか
んぴょうを使用し、甘辛なきんぴら風に
仕上がっています。
•フタバ食品㈱
　宇都宮市一条４丁目1番16号

し
も
つ
け
ブ
ラ
ン
ド
を
新
た
に
４
件
認
定
し
ま
し
た

❖機織形埴輪２基
　（甲塚古墳出土）
　甲塚古墳から出土した、全国初の機織形
埴輪２基です。結城紬を織る時に使用され
る地

じ

機
ばた

の原型となるような形式の埴輪で、
他に類を見ない希少な埴輪です。

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
☎（
48
）２
１
１
２
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Shimotsuke-City Topics　まちの話題

募金で病気と闘う子ども達を応援

２月23日、吉田西小学校の児童３名が、病
気と闘う子どもとその家族が利用する宿泊施
設「ドナルド・マクドナルド・ハウスとちぎ」
を訪れ、施設を利用する人達のために役立て
て欲しいと、同校で集めた募金を同施設の運
営委員である広瀬市長へ手渡しました。
この募金は、同施設の存在を知った同校運
営委員会の児童らが中心となり集めたもの
で、全校生徒80名から１万円を超える募金が
集まりました。 

訪問した児童は「たくさんの人の手で施設
が運営されていることが素晴らしいと思っ
た。病気の時は、お父さんやお母さんがそば
にいれば心強いと思う。」と、話しました。
募金を受け取った市長は、「同年代の子達
からの応援は、病気と闘う子やその家族に
とって大きな励みになる。施設を見学して感
じたことをぜひ友達や家族にも伝えて欲し
い。」と、お願いしました。

下野市感謝状を贈呈
本市発展のためにご功労いただきました

本市発展のためにご功労いただいた10名の方々に感謝状を
贈呈させていただきました。
感謝状の内容等については次のとおりです。

＜＞内は表彰理由。敬称略・順不同
【功労表彰】　　　　　　　　　【一般表彰】　
＜選挙管理委員会委員＞　　　＜私財寄付＞
　柳田　律男　　　　　　　　　しもつけロータリークラブ
＜自治会長＞　　　　　　　　　北日本ガス株式会社
　高山　恒夫　 中澤　幸弘　　 濱野　キヨ
＜健康づくり推進協議会委員＞
　鈴木　美弥子　　　　　　　　　　
＜人権擁護委員＞
　角田　重治　　曽根　洋子
＜交通指導員＞
　（故）西野　雄三

丹精こめたおいしい肉牛を
下野市肉牛枝肉研究会

２月13日、東京都中央卸売市場食肉市場において第
４回ＪＡおやま下野市肉牛枝肉研究会が開催されまし
た。肉牛飼育技術の向上及び肉牛経営の発展を目的に、
市内の生産者から和牛２４頭が出品されました。
審査により和牛の部での最優秀賞に近藤幸雄氏（国
分寺地区：写真右）優秀賞に江田明彦氏（国分寺地区）、
横井義市氏（国分寺地区）が受賞しました。

百歳おめでとうございます

毛塚カクさん（大正4年2月生）が百歳を迎えられ、
市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
毛塚さんはかつて農業を営んでおり、よくご夫婦
で温泉めぐりをして楽しまれていました。今でも食
事もおいしく食べられ、ご家族の方の面会を、とて
も楽しみにしています。
いつまでもお元気でお過ごしください。

Shimotsuke
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Shimotsuke-City Topics　まちの話題

日本語でスピーチ
国際交流協会

２月15日、グリーンタウンコミュニティセンターに
おいて「第３回日本語スピーチ発表会」を行いました。
国際交流協会で毎週行っている日本語教室に参加する
生徒がそれぞれ日本語で、日々の生活で感じたことや
考えていることなどを発表しました。発表後にはピア
ノとフルートの演奏会や茶話会なども行われ、親睦を
深めました。

梅と文化の薫りただよう
第９回下野薬師史跡まつり

３月８日、下野薬師寺跡及び下野薬師寺歴史館において「第９回下
野薬師史跡まつり」を開催しました。
当日は下野薬師寺跡に咲く梅の実で作った梅ジュースの無料配布や

ふくべの絵付け体験、国際交流協会によるイースターエッグ作り、雅
楽演奏などが行われ、多くの来場者でにぎわいました。
また、下野薬師寺跡第40次発掘調査の現地説明会では、市職員から

竪穴建物跡や掘立柱塀跡など、今回新たに見つかった遺構についての
説明が行われました。

天平の丘公園を
清掃ボランティア
下野市シルバー人材センター

３月12日、天平の丘公園において
シルバー人材センターの会員約100
名によるボランティア清掃が行われ
ました。 
この取り組みは毎年行われてお
り、花まつりのお客様に気持ち良く
来ていただきたいと、公園内を流れ
る明日香川の落ち葉や汚泥さらいを
行いました。 

新たなビジネスの創出に
第２回市内立地企業交流会

２月５日、道の駅しもつけにおいて市内企業等63
社による交流及び情報交換会が行われました。講演
会ではTBSテレビ報道局の杉尾秀哉氏を講師に迎
え「2015年政治と経済の展望」について話していた
だきました。
また、講演会後の交流会では、業種を超えた情報
交換などが行われ、それぞれの企業があらたなビジ
ネスの可能性を模索していました。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
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市
で
は
、
こ
の
四
月
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
ス

タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
て
、
子
育
て

支
援
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
の
指
針
と
し
て
、「
子
育
て

応
援 

し
も
つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
、
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
や
基

本
的
視
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

プ
ラ
ン
策
定
の

背
景
と
趣
旨

子
ど
も
は
、
次
の
時
代
を
担

う
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
を
つ
く
る
貴
重

な
存
在
で
す
。

昨
今
の
少
子
化
は
、
労
働
力

人
口
の
減
少
や
社
会
保
障
負
担

の
増
加
な
ど
、
将
来
的
に
地
域

社
会
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

も
の
と
し
て
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
自
身
が
安
心
し
て

健
や
か
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
、

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
心
豊
か
に
育

つ
安
心
子
育
て
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、市
民
、

地
域
、
行
政
に
よ
る
子
育
て
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
の
「
子
育
て
応
援　

し
も

つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
」
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
新
制
度
へ
の
対
応

を
図
る
だ
け
で
な
く
、
近
年
の

子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
と
子
育

て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
指
針
と

し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

 

計
画
期
間
と

位
置
づ
け

計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
か
年
で
、

最
終
年
度
に
は
計
画
の
達
成
状

況
の
確
認
と
見
直
し
を
行
い
ま

す
。な

お
、
国
や
栃
木
県
の
行
政

施
策
の
動
向
等
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
計
画
を
見
直
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
は
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」、「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
及

び
「
市
町
村
に
お
け
る
母
子
保

健
計
画
策
定
指
針
」
に
基
づ
く

計
画
で
す
。

さ
ら
に
、
上
位
計
画
の
市
総

合
計
画
や
各
種
部
門
別
計
画
、

自
治
基
本
条
例
と
の
整
合
、
連

携
を
図
り
ま
す
。

み
ん
な
笑
顔
で
地
域
の
宝
を
育
て
る
た
め
に

「
子
育
て
応
援
し
も
つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
」
ス
タ
ー
ト
！
プラン紹介

その1

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

子育て応援　しもつけっ子プラン（本計画）

次期計画（平成32年度～）

計画
策定

評価・
次期計画策定

子ども・子育て支援新制度とは？

～すべての子どもたちが、笑顔で成長していくために～
～すべての家庭が安心して子育てでき、育てる喜びを感じられるために～
　新制度は、保育の総合的な提供や、待機児童対策の推進、地域での子育て支援の充実を図るものです。
　幼児教育・保育施設等へ市から給付を行い、幼児期の質の高い教育・保育を「個人への給付」として
保障します。

子ども・子育て支援給付 地域子ども・子育て支援事業

施設型給付
・保育園
・幼稚園
・認定こども園

地域型保育給付
・小規模保育
・家庭的保育
・居宅訪問型保育
・事業所内保育

〇利用者支援事業（子育てに関する情報提供・相談業務）
〇延長保育・一時預り・病児保育・病後児保育
〇学童保育
〇ショートステイ（10ページ参照）
〇乳児家庭全戸訪問
〇 地域子育て支援センター・ファミリーサポート
センター
〇妊婦健診等

子育て応援しもつけっ子プランスタート！

平成27年４月スタート

Shimotsuke
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計画の基本理念

計画の基本的視点

　子どもたちは将来の下野市を担う宝であり希望です。子どもたちの笑顔はかけがえのないものです。
子どもたちの笑顔を守り、健やかな育ちを支えることは、保護者の幸せにつながっていきます。さまざ
まな家庭環境の中で、子どもたち一人ひとりの健やかな育ちのために、子育てをきめ細やかに支援して
いくことは、地域全体で取り組むべき最重要課題の一つです。
　人づくりはまちづくり。子どもも大人も「このまちに住んでよかった、ここが我がふるさと」と思え
る下野市を目指します。

　本計画の基本理念を具体的に推進していくため、以下の基本的な視点に基づき、各種施策や事業に取
り組みます。

　「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指すとの考えを基本に、社会的な支援の
必要性が高い子どもやその家族を含め、一人ひとりの子どもが健やかに成長できること

すべての子どもの幸せと成長１

　妊娠・出産期からの切れ目ない支援をはじめ、ニーズに応じた乳幼児期の教育・保育事
業を展開し、安心して子どもを産み育てられる子育て環境を提供すること

安心できる子育て環境２

　子育ての第一義的責任を有する保護者がもつ価値観を尊重しながら、市民・地域・行政
が協働し、子育てしやすいまちづくりを推進すること

協働による子育てしやすいまちづくり３

みんな笑顔で“しもつけっ子”を育てよう！
　このプランは、子どもの保護者、市民公募委員、教育・保育施設関係者、学識経験者等から構
成される市子ども・子育て会議（会長：伊崎純子白鷗大学准教授）で、平成25年９月から７回の
会議を経てできあがりました。
　“しもつけっ子”。初めは言いづらいかもしれませんが、子どもたちは下野市の宝であり、市民・
地域・行政が力を合わせて、下野市の子どもたちを育てていければという委員の思いが詰まって
います。

子どもたちが未来に向かって子どもたちが未来に向かって
健やかに育つまちづくり健やかに育つまちづくり

子育て応援しもつけっ子プランスタート！

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
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４
月
よ
り
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実
！

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
子
育
て
短
期
支
援
）

家
庭
で
の
養
育
が
一
時
的
に

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
乳
児

院
・
児
童
養
護
施
設
に
お
い
て

原
則
７
日
以
内
で
児
童
を
お
預

か
り
し
、
家
庭
で
の
子
育
て
を

支
援
し
ま
す
。

■
対
象

市
内
に
居
住
す
る
児
童
で
、

次
の
理
由
に
よ
っ
て
、
家
庭
で

の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
場
合

・
保
護
者
の
疾
病

・ 

保
護
者
の
育
児
疲
れ
、
育
児

不
安
等
に
よ
る
身
体
上
ま
た

は
精
神
上
の
疲
れ
や
不
安

・ 

保
護
者
の
出
産
、
看
護
、
事

故
、
災
害
、
失
踪
等

・ 

保
護
者
の
冠
婚
葬
祭
、
転
勤
、

出
張
ま
た
は
学
校
等
の
公
的

行
事
へ
の
参
加
等

・ 

経
済
的
問
題
等
に
よ
り
緊
急

一
時
的
に
保
護
を
必
要
と
す

る
場
合

育
児
マ
マ
・
パ
パ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券

　

１
歳
未
満
の
在
宅
乳
児
を
養

育
す
る
保
護
者
の
方
が
、
美
容

室
な
ど
で
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

冠
婚
葬
祭
、
通
院
な
ど
で
乳
児

を
一
時
的
に
預
け
た
い
と
き
に

保
育
園
等
を
利
用
で
き
る
「
育

児
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用

券
」（
12
時
間
分
）
を
発
行
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
育
児
マ
マ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
利
用
券
」
は
、
平
成
27
年

４
月
よ
り
、
対
象
を
３
歳
未
満

ま
で
、
発
行
時
間
を
36
時
間
と

拡
大
し
、
「
育
児
マ
マ
・
パ
パ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券
」
と
し

て
新
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。
新

制
度
は
、
平
成
27
年
４
月
以
降

に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
が
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に

生
ま
れ
た
乳
幼
児
に
も
経
過
措

置
と
し
て
出
生
年
月
に
応
じ
て

一
定
時
間
数
の
利
用
券
を
発
行

し
ま
す
。

■
対
象
者

　

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
保

育
園
等
（
認
可
外
保
育
施
設
や

児
童
福
祉
施
設
を
含
む
）
に
入

所
し
て
い
な
い
、
生
後
３
か
月

か
ら
３
歳
未
満
の
健
康
な
乳
幼

児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
の

方■
申
請
方
法

　

申
請
書
を
こ
ど
も
福
祉
課

（
石
橋
庁
舎
）
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
申
請
の
際
に
は
、
印
鑑

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
こ
ど
も
福
祉
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
の
申
請
、
市
民
課
窓

口
で
の
申
請
は
受
け
付
け
て
お

り
ま
せ
ん
。

■
利
用
方
法

①
予
約

　

利
用
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

希
望
の
保
育
園
へ
直
接
電
話
に

て
予
約
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
乳
幼
児
の
面
接

　

利
用
す
る
保
育
園
へ
育
児
マ

マ
・
パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

利
用
決
定
通
知
書
を
提
示
し
、

面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
当
日

　

利
用
開
始
時
に
、
利
用
券
の

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
利
用

券
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
各
保

育
園
の
規
定
料
金
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意
点

・
利
用
時
間
は
１
回
に
つ
き
最

大
４
時
間
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
の
申
請

　

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
遅

く
と
も
利
用
日
の
７
日
前
ま
で

に
こ
ど
も
福
祉
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
（
緊
急
の
場
合
は
要

相
談
）
。

　

児
童
が
病
気
の
場
合
や
、
施

設
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課（
石
橋
庁
舎
）

　

☎（
52
）１
１
１
４

■入所費用の負担（一人一泊当たり）

年齢区分 利用者負担区分 利用者負担額（円）

２歳児未満

慢性疾患児

生活保護世帯 ０

市民税非課税世帯 １，１００

その他の世帯 ５，３５０

２歳児以上

生活保護世帯 ０

市民税非課税世帯 １，０００

その他の世帯 ２，７５０

・ 市民税非課税のひとり親家庭等の場合は、生活保護世帯
の負担額になります。

・ その他の世帯のひとり親家庭等の場合は、市民税非課税
世帯の負担額になります。

■お預かりする施設

区分 施設名 所在地

乳児院
宇都宮乳児院 宇都宮市竹林町945－１

すみれ乳児院 小山市駅東通り１－10－２

児童養
護施設

きずな 宇都宮市睦町３－７

ネバーランド 鹿沼市下奈良部町１－81

４月より子育て支援をさらに充実！

Shimotsuke
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

つ
く
し　

訪
問
相
談

　

子
育
て
の
話
を
い
っ
し
ょ
に

し
ま
せ
ん
か
？
保
育
士
が
お
伺

い
し
て
、
ご
自
宅
で
お
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　

育
児
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み

は
誰
で
も
抱
い
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
こ
と
を
話
し
て
笑
わ
れ
な

い
か
し
ら
、
こ
ん
な
こ
と
も
わ

か
ら
な
い
な
ん
て
と
思
わ
れ
な

い
か
し
ら
と
尻
込
み
し
な
い
で
、

ま
ず
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
電
話
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

任
意
の
予
防
接
種

　
　
　
　
　

へ
の
助
成

　

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
と

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
へ
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す
。

詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
（
き
ら
ら
館
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

子
育
て
出
前
サ
ロ
ン

「
ほ
ほ
え
み
」
を
開
催
し
ま
す

　

下
野
市
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
児
童
館
と
共
催

で
、
地
域
の
児
童
館
に
出
向
い

て
の
「
子
育
て
出
前
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
の
相

談
に
応
じ
た
り
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
親
子
に
遊
び
の
支
援

を
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ

な
が
ら
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り

や
育
児
情
報
の
交
換
が
で
き
ま

す
。

　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

開
催
当
日
に
、
児
童
館
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

・
利
用
当
日
に
、
乳
幼
児
の
体

調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

・
施
設
に
よ
り
、
お
や
つ
や
ミ

ル
ク
等
の
料
金
が
別
途
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

各
保
育
園
へ
問
い
合
わ
せ
し
て

く
だ
さ
い
。

・
下
野
市
か
ら
転
出
し
た
場
合

は
、
利
用
券
を
こ
ど
も
福
祉
課

へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
券
の
譲
渡
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
経
過
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
、

３
歳
未
満
の
健
康
な
在
宅
乳
幼

児
に
は
、
出
生
年
月
に
応
じ
て

１
時
間
か
ら
24
時
間
分
の
新
制

度
の
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

新
制
度
の
利
用
券
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
３
歳
の
お

誕
生
日
の
前
日
ま
で
が
有
効
期

限
と
な
り
ま
す
。
発
行
枚
数
、

申
請
方
法
等
、
経
過
措
置
に
つ

い
て
の
詳
細
は
広
報
平
成
27
年

３
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課（
石
橋
庁
舎
）

　

☎（
52
）１
１
１
４

■育児ママ・パパリフレッシュが利用できる施設

施設名 所在地 連絡先

あ お ば 保 育 園 薬師寺1584番地6 48-5530

むつみ愛泉こども園 柴769番地25 32-6733

第二愛泉幼稚園 柴1403番地12 40-1155

わ か ば 保 育 園 下古山3025番地1 39-6305

■
対
象
者

　

就
学
前
の
親
子

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
り
か
ご 

☎（
48
）５
５
３
０

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

み
る
く 

☎（
39
）６
３
０
５

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

つ
く
し 

☎（
43
）１
２
３
３

・
南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

・
石
橋
児
童
館

　

☎（
52
）１
１
２
９

・
国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

平成27年度出前サロン年間予定

○子育て支援センターつくし
　場　所：国分寺駅東児童館
　開催日： ４／17（金）、７／17（金）、
 10／16（金）、１／22（金）

○子育て支援センターみるく
　場　所：石橋児童館
　開催日： ５／15（金）、９／18（金）、
 11／20（金）、３／18（金）

○子育て支援センターゆりかご
　場　所：南河内児童館
　開催日： ６／19（金）、９／11（金）、
 12／18（金）、２／12（金）

４月より子育て支援をさらに充実！

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
11



国民年金だより

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
12

■
平
成
27
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
26
年
平
均
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
率
等
を
受
け
、

平
成
27
年
度
の
年
金
額
を
0.9
％
引
き
上
げ

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
（
月
額
）
は
、
左
記
の
と
お

り（
40
年
間
納
付
し
た
満
額
の
場
合
）で
す
。

納
付
も
可
能
で
す
。（
市
役
所
で
納
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
前
納
で
お
得
！

保
険
料
は
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
お
得

で
す
。

詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
年
金
マ
メ
知
識
】

「
支
払
い
す
ぎ
た
保
険
料
は
ど
う
な
る
の

…
？
」

　

前
納
し
た
後
に
公
的
年
金
に
加
入
、
ま

た
は
公
的
年
金
加
入
者
の
配
偶
者
と
し
て

扶
養
に
な
っ
た
場
合
、
払
い
す
ぎ
た
保
険

料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。（
割
引
額
は
納
付

す
べ
き
期
間
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。）

　

還
付
の
ご
案
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

本
年
金
機
構
よ
り
郵
送
で
通
知
が
届
き
ま

す
の
で
、
そ
の
通
知
に
し
た
が
っ
て
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
厚
生
年
金
は
、
夫
が
平
均
的
収
入
（
平

均
標
準
報
酬
（
賞
与
含
む
月
額
換
算
）

４
２
・
８
万
円
）
で
40
年
間
就
業
し
、
妻

が
そ
の
期
間
全
て
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
世

帯
の
新
規
裁
定
の
給
付
水
準
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
者
の
受
取
額
が
変
わ
る
の

は
、
通
常
４
月
分
の
年
金
が
支
払
わ
れ
る

６
月
か
ら
で
す
。

■
平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
５
，５
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る「
納
付
書
」

で
、金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

で
き
ま
す
。
な
お
、
納
付
期
限
は
翌
月
末

に
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
納
付
期
限
か
ら
２
年
以
内
で

あ
れ
ば
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、
平
成
24
年
10
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
年
金
確
保
支
援
法
に
よ
り
、
平
成
27

年
９
月
末
ま
で
は
「
後
納
制
度
」
を
利
用

し
て
過
去
10
年
前
ま
で
遡
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（「
後
納
制
度
」
を
利

用
す
る
た
め
に
は
別
途
申
込
み
が
必
要
で

す
。）

　

ま
た
、
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
納
付

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
、
Ｐ

ａ
ｙ‒

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
よ
る

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

受給している年金 平成27年度
年金額（月額）

国民年金
（老齢基礎年金：１人分） 65,008円

厚生年金
（夫婦２人分の基礎年金を
含む標準的な年金額※）

221,507円

■お得な前納制度
納付方法 納付額・割引額
毎月納付 ・15,590円（毎月納付書で納める場合、割引はなし）
６か月前納

平成27年４月～平成27年９月分
平成27年10月～平成28年３月分

・92,780円（毎月納める場合より　 760円の割引）
※４月～９月分は４月末日、10月～３月分は10月末日が納付期限です。

１年前納
平成27年４月～平成28年３月分

・183,760円（毎月納める場合より3,320円の割引）
※４月末日が納付期限です。



■
区
域
指
定
の
目
的

　

市
で
は
、昭
和
45
年
に
「
市
街
化
区
域
」

と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区
域
を
区

分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
用
途
に
沿
っ

た
土
地
利
用
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
市
街
化
調
整
区
域
は
、
優

良
な
農
地
や
優
れ
た
自
然
の
保
全
な
ど
、

市
街
化
を
抑
制
す
る
区
域
と
し
て
い
ま
す

が
、
古
く
か
ら
発
展
し
て
き
た
既
存
集
落

が
あ
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
多
く
の
住
宅

や
農
業
用
施
設
等
が
存
在
し
て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
近
年
の
社
会
経
済
状
況
等
の

変
化
に
伴
い
、
既
存
集
落
に
お
い
て
も
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
農
業
後
継
者

の
確
保
な
ど
、
既
存
集
落
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
日
常

生
活
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を

含
め
て
、
既
存
集
落
の
維
持
や
再
生
が
課

題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
12
年
に
都
市
計

画
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
開
発
許
可
の

基
準
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
経
過
を
踏
ま
え
下
野
市
で
は
、
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
過
疎
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号
の

規
定
に
よ
る
、
栃
木
県
条
例
「
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に

■
指
定
区
域
内
に
お
い
て
建
築
可
能
な
も
の

　

市
街
化
区
域
の
用
途
地
域
の
一
つ
で
あ

る
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
で
建

築
可
能
な
建
築
物
が
開
発
許
可
を
得
る
こ

と
に
よ
り
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
定
区
域
内
で
は
、
通
常
の
市
街
化
調

整
区
域
内
に
係
る
開
発
行
為
以
外
に
、
誰

で
も
開
発
許
可
や
建
築
許
可
を
得
た
上
で
、

一
戸
建
て
専
用
住
宅
や
集
合
住
宅
等
を
建

築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

○
専
用
住
宅

　

○
共
同
住
宅

　

○
店
舗
面
積
が
１
５
０
㎡
以
内
の
日
用

品
店
舗
、
理
髪
店
等
の
サ
ー
ビ
ス
業
店
舗
、

学
習
塾
等

※
他
法
令
に
よ
る
許
認
可
等
が
必
要
な
場

合
は
、
そ
の
許
認
可
等
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
目
が
農
地
の
土
地
に
建
築

す
る
場
合
は
、
農
地
転
用
の
許
可
が
必
要

で
す
。

■
指
定
区
域
図
の
閲
覧

　

各
地
区
の
指
定
区
域
図
は
、
下
野
市
建

設
水
道
部
都
市
計
画
課
、
栃
木
県
県
土
整

備
部
都
市
計
画
課
及
び
栃
木
県
栃
木
土
木

事
務
所
管
理
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
区
域
指
定
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
区
域
指
定
地
区

　

１
．
下
長
田
地
区

　

２
．
上
台
地
区

　

３
．
細
谷
地
区

　

４
．
橋
本
地
区

　

５
．
箕
輪
地
区

　

６
．
国
分
寺
地
区

　

７
．川
中
子（
川
西
）・
国
分
寺（
南
国
分
）

地
区

　

８
．
三
王
山
（
鯉
沼
）
地
区

　

９
．
三
王
山
・
谷
地
賀
地
区

　

10
．
上
坪
山
・
下
坪
山
（
的
場
）
地
区

■
区
域
指
定
日

　

平
成
27
年
３
月
31
日
、
栃
木
県
条
例
に

よ
る
区
域
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
都
市
計
画
課

　

☎（
48
）２
１
１
４

　

栃
木
県
県
土
整
備
部

　

都
市
計
画
課　

開
発
指
導
担
当

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
７

　

栃
木
県
栃
木
土
木
事
務
所

　

管
理
課　

開
発
指
導
担
当

　

☎
０
２
８
２（
２
３
）３
４
３
５

市
街
化
調
整
区
域
と
は
？

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
る

区
域
の
ひ
と
つ
で
「
市
街
化
を
抑
制
す

べ
き
区
域
」
で
す
。
優
れ
た
自
然
環
境

等
を
守
る
区
域
と
し
て
、
開
発
や
建
築

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
域
で
は
、
開
発
行
為
は
原
則

と
し
て
行
わ
ず
、
都
市
施
設
の
整
備
も

原
則
と
し
て
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

新
た
に
建
築
物
を
建
て
た
り
、
増
築
す

る
こ
と
を
極
力
抑
え
る
地
域
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
市
街
化
区
域
」
と
は
市
街

地
と
し
て
積
極
的
に
整
備
す
る
区
域
で
、

用
途
地
域
等
を
指
定
し
、
道
路
や
公
園
、

下
水
道
等
の
整
備
を
行
い
、
住
宅
や
店

舗
、
工
場
な
ど
、
計
画
的
な
市
街
化
を

図
る
区
域
で
す
。

市街化調整区域における開発許可基準の一部規制緩和について

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可
基
準
の
一
部
規
制
緩
和
に
つ
い
て

〜
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号
の
規
定
に
基
づ
く
区
域
指
定
〜

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
13



■
利
用
料
金

　

利
用
時
間
及
び
休
館
日
が
変

更
に
な
り
ま
し
た

■
利
用
時
間

・
平
日
：
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
８
時

・
土
日
祝
日
：
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
６
時
30
分

■
休
館
日

・
毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

お　

知　

ら　

せ

き
ら
ら
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
利
用
案
内

　

生
活
習
慣
病
予
防
や
高
齢
期

の
介
護
予
防
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
運
動
指
導
士
等
の
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
、
医
療
と
の
連
携
を
重

点
に
お
い
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
の
視
点
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

■
目
的

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
（
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
対
象
と
し
て

い
ま
せ
ん
。）

■
対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
16
歳
以
上
の
方

■
利
用
方
法

①
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

※
予
約
制

②
利
用
申
請
書
を
提
出
し
、
利

用
料
金
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
会
員
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

（
利
用
を
開
始
で
き
ま
す
。）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

講
習
は
講
義
形
式
で
、
実
技

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
内
容

　

施
設
の
利
用
方
法
、
マ
シ
ン

の
取
り
扱
い
方
等
に
つ
い
て

■
定
員　

　

各
回
15
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

※ 

予
約
制
で
す
。
受
講
日
の
前

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
料
金　

無
料

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

■
時
間　

午
後
０
時
40
分
〜
３
時

■
講
習
日
程

　

４
月
４
日
㈯

　

５
月
４
日
㈪
・
㈷

　

６
月
１
日
㈪

　

７
月
５
日
㈰

　

８
月
１
日
㈯

　

９
月
１
日
㈫

　

10
月
３
日
㈯

　

11
月
３
日
㈫
・
㈷

　

12
月
６
日
㈰

　

１
月
９
日
㈯

　

２
月
７
日
㈰

　

３
月
５
日
㈯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

小
山
歯
科
医
師
会
主
催

市
民
公
開
講
座（
歯
科

保
健
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た

　

２
月
22
日
、
き
ら
ら
館
検
診

室
に
て
小
山
歯
科
医
師
会
主
催

に
よ
る
市
民
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
自
治
医
科
大
学

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
教
授　

森　

良
之
先
生
か
ら「
口
の
中

に
も
が
ん
が
で
き
る
〜
が
ん
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
〜
」と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
」を
目
標
に
、
市
民
の
皆
様

や
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

一般
（16 ～ 64歳）

シニア
（65歳以上と障がい者手帳保持者）

１回券 500円 300円

１か月券 4,000円 2,400円

３か月券 10,000円 6,000円

６か月券 15,000円 9,000円
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ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種

　

４
月
１
日
接
種
分
か
ら
助
成

を
開
始
し
ま
す
。

　

嘔
吐
や
下
痢
を
引
き
起
こ
す

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
の
重
症

化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
２

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
シ

ロ
ッ
プ
状
に
し
た
飲
む
生
ワ
ク

チ
ン
で
す
。（
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
・

ロ
タ
テ
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
。
金
額

と
接
種
回
数
が
異
な
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
：

　

生
後
６
週
〜
24
週
の
乳
児

　

ロ
タ
テ
ッ
ク
：

　

生
後
６
週
〜
32
週
の
幼
児

※
必
ず
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
必
要

回
数
投
与
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
：

　

７
，５
０
０
円
を
２
回

ロ
タ
テ
ッ
ク
：

　

５
，０
０
０
円
を
３
回

■
必
要
な
も
の

　

予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳
・

保
険
証

保
険
証

※
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予

防
接
種
に
つ
い
て

■
対
象
者

①
次
の
生
年
月
日
の
方
で
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
事
が
な
い
方
。

・
Ｓ
25・４・２
〜
26・４・１
生

・
Ｓ
20・４・２
〜
21・４・１
生

・
Ｓ
15・４・２
〜
16・４・１
生

・
Ｓ
10・４・２
〜
11・４・１
生

・
Ｓ
５・４・２
〜
６
・４・１
生

・
Ｔ
14・４・２
〜
15・４・１
生

・
Ｔ
９・４・２
〜
10・４・１
生

・
Ｔ
４・４・２
〜
５
・４・１
生

②
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が

い
を
有
し
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
事
が
な
い
方
。

■
接
種
対
象
期
間　

平
成
27
年

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
の
間
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

■
接
種
回
数

　

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
２
回

　

ロ
タ
テ
ッ
ク　

３
回

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
取
り
扱

う
ワ
ク
チ
ン
が
異
な
り
ま
す
の

で
医
療
機
関
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種

　

ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、
耳
下
線
の
腫
れ
や
疼
痛
、

発
熱
が
引
き
起
こ
る
お
た
ふ
く

か
ぜ
の
感
染
を
防
ぐ
効
果
が
あ

り
ま
す
。

■
対
象
者

　

１
歳
〜
２
歳
未
満
で
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
く
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
な

い
お
子
さ
ま

※
平
成
27
年
度
に
限
り
、
未
就

学
児
（
平
成
21
年
４
月
２
日
生
）

の
お
子
さ
ま
ま
で
対
象
。

■
助
成
金
額

３
，０
０
０
円
（
１
回
の
み
）

■
必
要
な
も
の

　

予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳
・

扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
費
用

接
種
費
用
の
う
ち
３
，
５
０
０

円
を
助
成
。

※
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

と
助
成
額
の
差
額
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
接
種
券
（
対
象
者
の
方
へ
通

知
し
て
お
り
ま
す
。
必
ず
、
医

療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

②
健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

　

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
方

法
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
必
ず
、
健
康
増

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予

防
接
種
は
申
請
方
式
で

継
続
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
従
来
か
ら
実
施
し

て
い
ま
し
た
任
意
接
種
に
つ
い

て
も
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
定
期
対

象
期
間
前
で
も
接
種
可
能
で
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
下
野
市
に
住
民
登
録
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
定
期

接
種
の
対
象
外
の
方
で
、
次
の

②
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
方
。

②
接
種
日
に
お
い
て
、
満
70
歳

以
上
の
方

③
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

④
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な

い
方

※
脾
臓
を
摘
出
し
て
い
る
者
、

公
害
認
定
患
者
は
保
険
適
用
と

な
る
た
め
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額

　

助
成
額
は
定
期
予
防
接
種
と

同
額
の
３
，５
０
０
円
で
す
。（
生

涯
１
回
）

■
接
種
方
法

　
「
接
種
券
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

①
接
種
希
望
者
は
健
康
増
進
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
よ
り
「
接
種
券
」
を
発
行

し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

予
防
接
種
を
起
因
と
す
る
健

康
被
害
に
お
け
る
補
償
内
容
は
、

定
期
接
種
と
は
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

小
児
の
予
防
接
種
で
新
た
な
助
成
を
開
始
し
ま
す

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

天
平
の
丘
公
園
及
び
そ
の
周
辺(

淡
墨
街
道
な
ど)

に
は
、
八
重
桜
は
何
本
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

①
約
２
５
０
本　
　

②
約
３
５
０
本　
　

③
約
４
５
０
本

問
１
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「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

参
加
者
募
集

　

歯
の
健
康
が
優
れ
て
い
る
お

子
さ
ん
や
親
子
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
む
し
歯
予
防
や
歯

と
口
の
健
康
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
普
及
啓
発
す
る
た
め

実
施
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
健
康
増

進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
個
別
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。）

■
主
催　

栃
木
県
・
下
野
市
・

栃
木
県
歯
科
医
師
会

■
応
募
条
件

○
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル

　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３

歳
児
健
康
診
査
を
受
け
、
虫
歯

が
な
く
健
康
な
幼
児
と
そ
の
親

（
父
・
母
の
ど
ち
ら
で
も
参
加

で
き
ま
す
。）

○
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３

歳
児
健
康
診
査
を
受
け
、
虫
歯

が
な
く
健
康
な
幼
児

■
審
査
方
法

⑴
第
１
次
審
査
（
５
月
）

　

市
が
審
査
（
書
類
審
査
・
歯

不
妊
治
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

　

下
野
市
で
は
、
人
工
授
精
や

特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費

用
に
つ
い
て
助
成
を
し
て
い
ま

す
。

■
人
工
授
精
（
Ａ
Ｉ
Ｈ
）

　

一
年
度
助
成
額
上
限
：
５
万
円

■
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）

　

１
回
の
治
療
助
成
額
上
限
：

10
万
円

（
凍
結
胚
移
植
及
び
採
卵
し
た

が
卵
が
得
ら
れ
な
い
、
ま
た
は

状
態
の
良
い
卵
が
得
ら
れ
な
い

た
め
中
止
の
場
合
の
助
成
額
上

限
は
５
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

不
育
症
治
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

　

下
野
市
で
は
、
不
育
症
治
療

費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
上
限
額

　

１
年
度
に
つ
き
30
万
円

■
対
象
者

　

下
野
市
に
１
年
以
上
住
民
票

が
あ
る
法
律
上
の
婚
姻
を
し
た

夫
婦
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

科
診
査
）
を
行
い
ま
す
。
審
査

結
果
は
、
後
日
、
本
人
ま
た
は

保
護
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
応
募
さ
れ
た
方
に

連
絡
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
審
査
（
６
月
）

　

第
１
次
審
査
で
優
秀
な
方
に

つ
い
て
、
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
歯
科
診
査
等
を
行
い
ま
す
。

⑶
第
３
次
審
査
（
７
月
上
旬
）

　

第
２
次
審
査
で
優
秀
な
方
に

つ
い
て
、
県
審
査
（
歯
科
診
査

等
含
む
）
を
行
い
ま
す
。

■
表
彰　

第
２
次
及
び
第
３
次

審
査
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
優

秀
な
方
に
対
し
て
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書

に
記
入
し
、
４
月
28
日
㈫
ま
で

に
健
康
増
進
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
次
の
窓
口
で
申
込
書
の
配
付

及
び
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

・
健
康
増
進
課（
き
ら
ら
館
内
）

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

・
ゆ
う
ゆ
う
館

　

火
・
木
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

す
る
方

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・
他
の
自
治
体
か
ら
不
育
症
の
治

療
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

■
対
象
治
療

　

医
師
に
よ
り
行
わ
れ
る
、
医

療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不
育

症
に
か
か
る
検
査
及
び
治
療
費

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

○
不
育
症
と
は

　

妊
娠
は
し
て
も
流
産
・
死
産
な

ど
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
を
持
て
な
い
こ
と
を
い
い
、

一
般
的
に
２
回
以
上
連
続
し
た
流

産
や
死
産
な
ど
が
あ
れ
ば
、
不
育

症
と
し
て
原
因
の
検
索
や
治
療
の

た
め
の
検
査
を
行
い
、
不
育
症
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
研
究
班
の
報
告

で
は
、
子
宮
形
態
異
常
７・
８
％
、

血
液
凝
固
異
常
25
・
０
％
、
内
分

泌
異
常
６・
８
％
、
夫
婦
染
色
体

異
常
４・
６
％
、
偶
発
的
リ
ス
ク

因
子
不
明
65
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
（
重
複
あ
り
）。
治
療
を
必

要
と
し
な
か
っ
た
方
も
含
め
、
不

育
症
外
来
を
受
診
し
た
方
の
、
約

85
％
以
上
が
最
終
的
に
は
出
産
に

至
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

○
不
育
症
に
関
す
る
悩
み
事
相
談

　

パ
ル
テ
ィ

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）８
０
９
９

　

助
産
師
相
談
：
火
曜
〜
土
曜

日
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

こ
の
他
、
産
婦
人
科
医
師

に
よ
る
面
接
相
談
（
要
予
約
）、

グ
ル
ー
プ
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
中
に
接
種
が
必

要
と
な
る
予
防
接
種
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
Ｍ
Ｒ
２
期　

１
回
接
種

　

平
成
21
年
４
月
２
日
生
〜
平

成
22
年
４
月
１
日
生（
年
長
児
）

■
二
種
混
合　

１
回

　

平
成
15
年
４
月
２
日
生
〜
平

成
16
年
４
月
１
日
生（
小
学
校

６
年
生
）

　

Ｍ
Ｒ
２
期
は
１
０
，７
７
８

円
、
二
種
混
合
は
４
，８
３
８

円
を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
の

で
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
翌

年
度
以
降
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
も

接
種
対
象
期
間
が
あ
り
ま
す
。

不
足
分
が
あ
る
方
は
、
対
象
期

間
内
の
接
種
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

花
広
場
や
夜
明
け
前
広
場
な
ど
に
、
普
賢
像
や
関
山
な
ど
の
種
類
の
八
重
桜
が
約
４
５
０
本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

相
談
す
る
こ
と
で
、
今
の
つ

ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
12
日
㈫
、
７
月

７
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
日

の
一
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
28
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者　

平
成
26
年
10
月
・

11
月
生
ま
れ
の
、
生
後
6
〜
7

か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・
野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

教
室
・
講
座

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
g
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

　

６
月
４
日
㈭

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

30
分

■
定
員

　

10
名
（
先
着
順
）
※
前
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物

　

味
噌
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー

や
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ
じ

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

５
月
21
日
㈭

※
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

4
月
15
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中

の
生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

5
月
21
日
㈭

　

午
後
1
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

お
産
の
経
過
・
安
産

の
コ
ツ
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
な

どレ
ッ
ス
ン
３

■
日
時　

6
月
18
日
㈭

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

沐
浴
実
習
・
産
後
の

マ
マ
の
心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平

成
27
年
7
月
〜
9
月
の
方

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
1
・
２
各

25
組
、
レ
ッ
ス
ン
3
午
前
・
午

後
各
16
組

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
1
週
間
前
ま

で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
２
７
年
４
月
１
日
現
在
、
下
野
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
た
特
産
品
・
文
化
財
等
地
域
資
源
・
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術
は
全
部
で
何
件
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

①
19
件　
　

②
22
件　
　

③
24
件

問
２
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ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
21

（
糖
尿
病
自
主
教
室
）

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
自
主

的
な
活
動
（
運
動
、
調
理
実
習
）

を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
血
糖
値
が
や
や
高

い
状
態
が
続
い
て
も
自
覚
症
状

は
ほ
と
ん
ど
な
く
放
置
し
が
ち

で
す
が
、
発
症
し
て
進
行
す
る

と
、
失
明
な
ど
の
深
刻
な
合
併

症
が
お
こ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。
予
防
に
は
、
適
正
な
食

事
と
運
動
習
慣
の
継
続
が
重
要

で
す
が
、
１
人
で
は
な
か
な
か

実
行
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
教
室
に
参
加
し
て
一
緒
に

継
続
し
て
糖
尿
病
予
防
に
取
り

組
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

４
月
23
日
㈭
（
５
月

以
降
の
日
程
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
活
動
内
容　

糖
尿
病
予
防
の

た
め
の
運
動
・
調
理
実
習
の
実
施

■
持
ち
物　

４
月
：
筆
記
用
具
、

健
診
結
果
（
５
月
以
降
は
内
容

に
よ
る
）

■
費
用　

調
理
実
習
時
の
食
材

料
費
、
館
外
自
主
活
動
時
の
交

通
費
。

て
、
面
接
・
電
話
等
で
の
相
談

を
行
い
ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
初
回
指
導
日
時
・
会
場

　

6
月
2
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
11
時　

ゆ
う
ゆ
う
館

　

６
月
３
日
㈬
午
後
２
時
〜

　

３
時
30
分　

き
ら
ら
館

　

※
個
別
面
接
と
な
り
ま
す
。

■
定
員　

各
日
3
名
程
度

■
申
込
締
切　

5
月
26
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

歩あ
る

く
ら
す

〜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

（
春
コ
ー
ス
）

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効

果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を

学
び
ま
す
。

■
日
程
（
３
回
コ
ー
ス
）

　

５
月
26
日
㈫
、
６
月
３
日
㈬

　

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

　

血
圧
測
定
：
9
時
45
分
〜
10
時

■
場
所

　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
対
象
者

　

市
民
で
昨
年
度
健
康
診
断
を

受
診
し
た
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

禁
煙
ス
タ
ー
ト
教
室

　

た
ば
こ
は
煙
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
が
強
い
依
存
症
を
も
た

ら
し
、
自
分
の
意
思
の
力
だ
け

で
治
す
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
禁
煙
し
て
健
康

面
・
金
銭
面
・
美
容
面
そ
の
他

生
活
に
関
わ
る
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者　

喫
煙
し
て
い
る
方

で
、
禁
煙
の
実
行
を
希
望
し
て

い
る
方

■
実
施
方
法

　

保
健
師
が
生
活
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
禁
煙

に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
禁

煙
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

初
回
指
導
は
、
ス
モ
ー
カ
ラ

イ
ザ
ー
と
い
う
機
械
を
使
い
呼

気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
を

調
べ
て
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
個
別
面
接

に
よ
り
、
禁
煙
開
始
日
な
ど
の

目
標
を
設
定
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
原
則
月
に
1
回
3

か
月
間
、
個
別
の
状
況
に
応
じ

■
内
容

　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
つ
い
て
の
講
話
、
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践
（
室

内
・
屋
外
。
た
だ
し
、
雨
天
時

は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物

　

運
動
可
能
な
服
装
、
タ
オ
ル
、

運
動
靴
、水
分（
水
ま
た
は
お
茶
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

5
月
19
日
㈫

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
の
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

検　
　

診

集
団
検
診
の
日
程
に

つ
い
て

　

詳
し
く
は
平
成
27
年
度
「
行

政
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
番
号
札
の
配
布

　

午
前
7
時
40
分
〜
10
時

（
受
付
：
午
前
７
時
40
分
〜
）

■
注
意
事
項

　

必
ず
事
前
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
定
健
診
受
診
券
・
健
康
保

険
証
を
忘
れ
た
場
合
は
、
受
診

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
で
特
定

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
の
検
診

結
果
は
、
結
果
説
明
会
に
て
お

返
し
し
ま
す
。
そ
の
他
の
方
の

検
診
結
果
は
概
ね
1
か
月
後
に

郵
送
し
ま
す
。

■
各
会
場
の
ご
案
内

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館
　
（
下
古
山
１
２
２
０
）

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ

う
館

　
（
小
金
井
７
８
９
）

・
南
河
内
公
民
館

　
（
田
中
６
８
１‒

１
）

・
南
河
内
東
公
民
館

　
（
本
吉
田
７
８
３
）

・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
緑
３‒

５‒

４　

南
河
内
第

二
中
学
校
南
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　 

平
成
２
７
年
２
月
に
、
新
た
に
特
産
品
２
品
、
文
化
財
等
地
域
資
源
１
件
、
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術
１
件
を
下
野
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
、

既
存
の
20
件
と
合
わ
せ
て
全
部
で
24
件
に
な
り
ま
し
た
。
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

天
平
の
花
ま
つ
り
会
場
で
、
花
ま
つ
り
の
期
間
中
運
行
し
て
い
る
列
車
の
名
前
は
？

①
う
す
ず
み
列
車　
　

②
坊
ち
ゃ
ん
列
車　
　

③
夜
明
け
前
列
車

問
３

暮
ら
し
の
お
役
立
ち
情
報

　

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
自
分
の
薬
代
を
減
ら

せ
る
だ
け
で
な
く
、
国
の
医
療
費
の
削
減
に
も
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
保
険
料
や
税
負
担
の
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

医
薬
品
に
は
、
一
般
の
薬

局
・
薬
店
で
販
売
さ
れ
て
い

る
「
一
般
用
医
薬
品
」
と
、

医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
た

と
き
に
医
者
か
ら
処
方
さ
れ

る「
医
療
用
医
薬
品
」が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
医

療
用
医
薬
品
に
は
、
新
し
く
開
発
・
販
売
さ
れ
る

「
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）」
と
、
先
発
医
薬
品
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
他
の
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
同
じ

有
効
成
分
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る
「
後
発
医
薬
品
」

が
あ
り
、
後
者
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（generic 

= 

一
般
的
な
）
医
薬
品
」
と
も
言
い
ま
す
。

先
発
医
薬
品
の
研
究
開
発
に
は
、
9
年
〜
17
年

程
度
の
長
い
歳
月
と
数
百
億

円
以
上
を
要
す
る
と
言
わ
れ

る
莫
大
な
投
資
費
用
が
、
コ

ス
ト
と
し
て
薬
の
値
段
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
場
合
、
既

に
有
効
性
や
安
全
性
に
つ
い

て
先
発
医
薬
品
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
開

発
期
間
や
コ
ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
、
結
果
と

し
て
薬
の
値
段
も
先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
3
割
〜

5
割
程
度
も
安
く
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
様
々

な
試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
先
発
医
薬
品

と
効
き
目
や
安
全
性
が
同
等
で
あ
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
、
厚
生
労
働
大
臣
に

よ
っ
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
既
に
販
売
さ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
つ
い
て
も
、
信
頼
性
の
向
上
の
観
点
か

ら
、
都
道
府
県
な
ど
の
協
力
を
得
て
検
査
が
実
施

さ
れ
、
検
査
結
果
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

品
質
に
対
す
る
懸
念
を
示
す
学
会
発
表
な
ど
に
基

づ
い
て
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
を
中
心

に
試
験
検
査
を
実
施
し
、
結
果
の
概
要
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
効
能
や
効
果
・
用
法
・
用
量
は
基
本

的
に
変
わ
り
な
く
、
製
品
に
よ
っ
て
は
、
先
発
医

薬
品
よ
り
も
飲
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
薬
の
大
き

さ
や
味
、
に
お
い
の
改
良
や
、
湿
気
や
光
に
弱
い

な
ど
の
品
質
面
の
改
善
に
よ
る
保
存
性
の
向
上
な

ど
、
よ
り
よ
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

〔
転
載
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kouhatu-
iyaku/01.htm

l

〕

平成27年度下野市乳幼児健診・育児相談・フッ素塗布カレンダー

事業名 会場 Ｈ２７・４月 ５月 6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 Ｈ２８・１月 ２月 ３月

健　

診
・
相　

談

４か月児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 28日(火) 26日(火) 23日(火) 28日(火) 25日(火) 29日(火) 27日(火) 30日(月) 22日(火) 26日(火) 23日(火) 22日(火)

対象児 H26.12月生 Ｈ27.1月生 ２月生 ３月生 ４月生 ５月生 ６月生 ７月生 ８月生 ９月生 １０月生 １１月生

９か月児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 21日(火) 18日(月) 16日(火) 21日(火) 18日(火) 15日(火) 20日(火) 24日(火) 15日(火) 18日(月) 16日(火) 15日(火)

対象児 H26.6月生 7月生 ８月生 ９月生 １０月生 １１月生 １２月生 Ｈ27.１月生 ２月生 ３月生 ４月生 ５月生

１歳６か月児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 14日(火) 12日(火) 9日(火) 14日(火) 11日(火) 8日(火) 13日(火) 10日(火) 8日(火) 12日(火) 9日(火) 8日(火)

対象児 Ｈ25.9月生 １０月生 １１月生 １２月生 Ｈ26.１月生 ２月生 ３月生 ４月生 ５月生 ６月生 ７月生 ８月生

３歳児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 7日(火) 19日(火) 2日(火) 7日(火) 4日(火) 1日(火) 6日(火) 17日(火) 1日(火) 19日(火) 2日(火) 1日(火)

対象児 Ｈ24.1月生 ２月生 ３月生 ４月生 ５月生 ６月生 ７月生 ８月生 ９月生 １０月生 １１月生 １２月生

育児相談９時30分～11時30分
受付時間9時30分～11時 ゆうゆう館 9日（木） 14日（木）11日（木） 9日（木） 6日（木） 14日（月） 8日（木） 12日（木） 3日（木） 14日（木）25日（木）10日（木）

フ
ッ
素

塗
布

フッ素塗布対象：
年中児～小学2年生 きらら館 14日（日） 18日（日） 21日（日）
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国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の
７
割
を
助
成
し

ま
す
。

　

下
記
医
療
機
関
以
外
で
受
診
し
た
場
合

も
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
検
診
日
現
在
で
30
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

・ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
国
保
税
を

納
期
限
ま
で
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

・
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

■
助
成
申
込
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
及

び
特
定
健
診
受
診
券(

５
月
末
頃
、
発
送

予
定
。
発
送
前
の
申
請
に
は
不
要
。)

■
助
成
申
込
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
１
月
29
日

■
検
診
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

■
検
診
種
別

　

年
度
内
１
人
１
回
と
し
、
１
種
類
の
み

■
個
人
負
担
額

　

検
診
費
用
の
３
割
（
国
保
が
検
診
費
用

の
７
割
を
助
成
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
６

下表の医療機関に予
約。※予約がないと助
成申請できません。

下表以外の医療機関
に予約。※予約がない
と助成申請できません。

市民課窓口（国分寺・
石橋・南河内）に助成
の申請をする。

市民課窓口（国分寺・
石橋・南河内）に補助
の申請をする。

医療機関で受診。

医療機関で受診後、領
収書と検診結果を持っ
て市民課国分寺窓口へ
申請する。

■予約から受診までの流れ

下表の医療機関で受診する場合

下表の医療機関以外で受診する場合

（下表以外の医療機関は、検診費用の 7割｢上限あり｣を助成します。）

区
分 医療機関 検診料

（円） 個人負担 検診内容
胃の検査

その他（主なもの） 電話バリ
ウム

胃
カメラ

日
帰
り

自治医大健診センター 54,140 16,242 一般 ○ × 44-9091

島田クリニック 42,290 12,687 一般 ○ × ABC検診 53-8000

石橋総合病院 41,000 12,300 一般 ○ ○ 子宮頸部がん+マンモグラフィ 53-1134

佐藤内科 45,036 13,511 一般 × ○ 53-1305

小金井中央病院 38,340 11,502 一般 ○ ○ 婦人科検査・胸部X 線検査 44-7000

新小山市民病院

43,200 12,960 一般 ○ ×

21-382347,520 14,256 一般 × ○

43,200 12,960 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA

宇都宮セントラルクリニック
41,040 12,312 一般 ○ ×

028-657-7302
43,200 12,960 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA

鷲谷病院

42,120 12,636 一般 ○ ○ 腹部内臓脂肪測定

028-648-048428,080 8,424 心臓ドック × × 心電図・CT検査

38,880 11,664 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA

宿泊

小金井中央病院 68,580 20,574 一般+糖尿病 ○ ○ 婦人科検査・糖負荷試験・腹部
Ｘ線検査 44-7000

新小山市民病院
64,800 19,440 一般＋がん ○ × 前立腺腫瘍マーカー (男性)

卵巣がん腫瘍マーカー (女性)
21-3823

69,120 20,736 一般＋がん × ○ 前立腺腫瘍マーカー (男性)
卵巣がん腫瘍マーカー (女性)

総
合
ド
ッ
ク

宇都宮セントラルクリニック
65,880 19,764 一般+脳 ○ × 頭部MRI・MRA　頸部MRA

028-657-7302
65,880 19,764 一般+心臓 ○ × 心臓MRI・MRA

鷲谷病院

66,960 20,088 一般+脳 ○ ○ 頭部MRI・MRA　頸部MRA

028-648-048466,960 20,088 一般+膵臓 ○ ○ 膵臓MRI

59,400 17,820 一般+心臓 ○ ○ 心臓CT検査

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉

受
診
前
に
申
請
を
し
な
い
と
助
成
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　

列
車
に
乗
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
会
場
を
見
物
で
き
る
と
人
気
の
坊
ち
ゃ
ん
列
車
。
今
年
は
４
月
４
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
間
、
運
行
し
て
い
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
助
成
申
請
方
法

に
従
い
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
申
請
方
法

① 

事
前
に
医
療
機
関
に
一
般
ド
ッ
ク
ま
た

は
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

② 

予
約
後
、
市
民
課
窓
口
（
国
分
寺
・
石

橋
・
南
河
内
）
に
助
成
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

申
請
後
、
助
成
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

■
対
象
者

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

※
受
診
で
き
る
の
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ

と
な
り
ま
す
。

■
検
診
予
約
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
１
月
29
日

■
検
診
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

■
市
助
成
額

　

年
１
回
１
人
当
た
り
１
０
，０
０
０
円

■
個
人
負
担
金

　

検
診
料
か
ら
市
助
成
額
１
０
，
０
０
０

円
を
引
い
た
額
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

「
健
康
寿
命
」
と
は
、「
健
康
上
の
問
題

で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
」
の
こ
と
で
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
も
新
た
な
指
標
と
し

て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
指
標
で

あ
っ
た
「
平
均
寿
命
」
に
は
、
寝
た
き
り

や
認
知
症
な
ど
を
患
っ
て
介
護
が
必
要
と

な
る
期
間
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

我
が
国
の
平
均
寿
命
は
世
界
有
数
の
長

さ
で
あ
る
一
方
、
健
康
寿
命
と
の
差
（
つ

ま
り
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
に
制

限
の
あ
る
生
活
を
す
る
期
間
）
は
、
男
性

が
９
・
13
年
、
女
性
が
12
・
68
年
と
決
し

て
短
く
は
な
く
、
徐
々
に
そ
の
差
が
広

が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

⑴
運
動

日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と

で
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
や
身
体
機

能
が
活
発
化
し
て
血
糖
や
脂
質
の
消
費
量

が
増
え
、
内
臓
脂
肪
が
つ
き
に
く
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
糖
値
や
脂
質
異
常
、

高
血
圧
が
改
善
さ
れ
て
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
者
の

方
に
と
っ
て
は
、
体
力
や
身
体
機
能
の
向

上
に
よ
り
転
び
に
く
く
な
る
な
ど
、
介
護

予
防
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

⑵
食
事

食
べ
過
ぎ
や
欠
食
な
ど
の
不
規
則
な
食

生
活
は
内
臓
脂
肪
を
た
め
る
原
因
と
な
る

た
め
、
食
生
活
の
改
善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
肉
な
ど
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
や

脂
質
の
多
量
な
摂
取
や
、
野
菜
不
足
、
塩

分
・
糖
分
の
摂
り
す
ぎ
な
ど
も
、
様
々
な

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
関
連
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
禁
煙

た
ば
こ
は
、
多
く
の
有
害
物
質
を
含
み
、

健
康
に
様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

喫
煙
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
か
か
り
や
す
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ

せ
る
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠

中
の
女
性
の
場
合
は
、
胎
児
に
も
影
響
し

ま
す
。

禁
煙
は
本
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
で
す
。

⑷
薬す

で
に
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
加
え
て
、

薬
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
「
薬
を
飲
め
ば
安

心
」
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
の
改
善
も
あ

わ
せ
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

〔
転
載
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン　

http://www.

gov-online.go.jp/useful/article/201402/1.

html

〕

【委託医療機関】

医療機関 検診料（円） 検診内容 胃の検査 電話バリウム 胃カメラ
自治医大健診センター 54,140 一般 〇 × 44-9091
石橋総合病院 41,000 一般 〇 〇 53-1134
佐藤内科 45,036 一般 × 〇 53-1305
島田クリニック 42,290 一般 〇 × 53-8000
小金井中央病院 38,340 一般 〇 〇 44-7000

宇都宮セントラルクリニック 41,040 一般 〇 × 028-657-730243,200 脳ドック ― ―

鷲谷病院 42,120 一般 〇 〇 028-648-048438,880 脳ドック ― ―

新小山市民病院
43,200 一般 〇 ―

21-382347,520 一般（胃カメラ） ― 〇
43,200 脳ドック ― ―

※脳ドックは、頭部MRI、MRA、頚部MRA

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
制
施
行
１
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

①
う
ぐ
い
す　
　

②
ゆ
う
が
お
の
実　
　

③
カ
ン
ピ
く
ん

問
４

「
健
康
寿
命
」を
延
ば
す
た
め
に
は
？

１
に「
運
動
」、２
に「
食
事
」、し
っ
か
り「
禁
煙
」、最
後
に「
ク
ス
リ
」

い
つ
ま
で
も
健
康
に
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市
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
27
年
度
特

定
健
診
・
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
及
び
医

療
機
関
で
の
個
別
検
診
で
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
回
数
は
年
度
内
１
回
で
集
団
検
診

と
個
別
検
診
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
別
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月

発
行
の
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
検
診
の
申
し
込
み

 

集
団
検
診（
①
特
定
健
診
、
②
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
、
③
ヤ
ン
グ
健
診
、
④
が
ん

検
診
等
）は
す
べ
て
、
健
康
増
進
課（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館
内
☎（
52
）

１
１
１
６
）で
申
し
込
み
受
付
を
行
い
ま

す
。

■
申
込
方
法

　

直
接
、
健
康
増
進
課
窓
口
へ
来
所
ま
た

は
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
予
約
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
５
月
中
旬
に
郵
送
す
る
受
診
券
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
受
付
開
始
日

　

５
月
13
日
㈬
受
付
開
始

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

【
注
意
事
項
】

・
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

■
実
施
方
式

　

集
団
、
医
療
機
関
（
個
別
）
検
診

■
検
査
内
容

　

問
診
、
身
長
、
体
重
測
定
、
血
圧
、
尿

検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金

　

無
料

■
受
診
時
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
券
、
保
険
証

■
実
施
期
間

　

集
団
検
診
は
平
成
27
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
平
成
28
年
１

月
31
日
（
休
診
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

・
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
検
診
日
の
お

お
よ
そ
10
日
前
に
問
診
票
、
大
腸
が
ん
検

診
容
器
等
を
郵
送
し
ま
す
。

・
受
診
定
員
は
１
７
０
名
で
す
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

①
特
定
健
診

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
の
み
）

■
対
象
者

　

下
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳

〜
75
歳
未
満
の
方

■
実
施
方
式

　

集
団
、
医
療
機
関
（
個
別
）
検
診

■
検
査
内
容

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
測
定
、
血

圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金

　

無
料

■
受
診
時
必
要
な
も
の

　

特
定
健
診
受
診
券
、
保
険
証

■
実
施
期
間

・
集
団
検
診
は
平
成
27
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
休
診
日
除
く
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
会
社
の
担
当
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

③
ヤ
ン
グ
健
診

　
（
青
年
期
生
活
習
慣
病
健
診
）

　

こ
の
健
診
は
、
小
児
期
か
ら
の
生
活
習

慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）」
の
早
期
発
見
と
生
活
習
慣
改
善
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者　

20
歳
〜
39
歳
の
方

■
実
施
方
式　

集
団
検
診

■
検
査
内
容　

問
診
・
計
測
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）・

血
圧
・
血
液
検
査
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンA

1

ｃ
な
ど
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
年
齢
基
準　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
）
に
そ

の
年
齢
に
達
す
る
人
で
す
。

■
受
診
時
必
要
な
も
の

　

平
成
27
年
度
受
診
券
（
圧
着
は
が
き
）

■
実
施
期
間　

平
成
27
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　 

下
野
市
が
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
か
ん
ぴ
ょ
う
の
原
料
で
あ
る
ゆ
う
が
お
の
実
が
、「sh

im
o
tsu
ke

」
の
「O

」
と
「
10
ｔ
ｈ
」
の
「
0
」
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
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④
が
ん
検
診
等

　

全
国
の
総
死
亡
者
の
３
人
に
１
人
は
が

ん
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
や

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
早
め
に

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者　

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
方

（
年
齢
は
下
表
の
と
お
り
）

■
年
齢
基
準

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

平
成
28
年
３
月
31
日
）
に
そ
の
年
齢
に
達

す
る
人
で
す
。

■
個
人
負
担
金

　

下
表
の
と
お
り

※
70
歳
以
上
の
方
（
年
度
末
年
齢
）、
65
歳

以
上
70
歳
未
満
で
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
及
び
生
活

保
護
受
給
者
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

集
団
検
診
は
平
成
27
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
休
診
日
除
く
）

※
た
だ
し
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み
、
６

月
１
日
〜
平
成
28
年
２
月
29
日
（
休
診
日

除
く
）

※
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と

同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
集
団
検
診
の
女
性
限
定
日
の
み
、
無
料

託
児
つ
き
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

■がん検診等一覧表

検診名 個人負担金 対象者 集団 医療機関
（個別） 検査内容 受診時必要

なもの

胃がん検診

無料

40歳以上 ○ 胃間接レントゲン間接撮影
（バリウム検査）平成27年度

受診券
保険証40、45、50、55、

60、65、70、75歳の
方

○ ペプシノゲン検査・ピロ
リ菌検査（血液検査）

胃がんハイリスク検査
（ABC検診）

肺がん検診 40歳以上 ○ ○ 肺レントゲン撮影（必要
に応じて喀痰細胞検査）

大腸がん検診 40歳以上 ○ ○ 便潜血反応検査（2日法）

前立腺がん検診 集団　300円
個別　400円 50歳以上の男性 ○ ○ 血液検査

（PSA腫瘍マーカー検査）

子宮頸がん検診 集団　1,000円
個別　1,000円

20歳以上の女性
（平成25年度または
平成26年度に受診
し、「異常認めず」
となった方を除く）

○ ○ 子宮頸部細胞診検査・
HPV検査

乳がん検診

無料

40歳以上の女性 ○ マンモグラフィと
超音波検査

35歳以上40歳未満 ○ 超音波検査のみ

骨密度検査 40、45、50、55、
60、65、70歳の女性 ○ 超音波検査（かかと）

肝炎ウイルス検診
（B+C型・B型のみ
C型のみ）

40、45、50、55、
60、65、70歳で過去
に受けたことがない
方

○
Ｂ型・C型の
肝炎ウイルス抗体検査
（血液検査）

歯周疾患検診 40、50、60、70歳 ○ 歯周ポケット測定検査

※ 胃がん検診については、消化管穿孔、閉塞またはその疑い・バリウム過敏症・腸管憩室の方で、集団検診に
よる医師の診察により、胃バリウム検査を受けられない方は、胃内視鏡検査を受けることができます。（個
人負担金4,300円）
　 ただし、平成21年度以降に上記理由により、胃がん検診を受けられなかった方を含みます。なお、該当され
る方には、個別にご案内します。

対象者の方に５
月中旬ごろに郵
送予定です。
検診受診時に必
ず持参して
ください。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

４
月
は
入
学
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
下
野
市
内
に
小
学
校
は
何
校
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

問
５
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汚
泥
発
酵
肥
料「
す
く
す
く
君
」の
販
売
再
開
の
お
知
ら
せ

　

小
山
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
施
設
）
で
生
産
さ
れ
る

汚
泥
発
酵
肥
料
「
す
く
す
く
君
」
を
４
月
か
ら
販
売
再
開
し
ま
す
。

■
取
扱
い
販
売
店
一
覧

１
．（
株
）青
木
商
店 

小
山
市
大
字
大
川
島
５
５
１
番
地

 

　

☎（
38
）０
０
２
２

２
．（
有
）小
山
グ
リ
ー
ン
ズ 

小
山
市
東
城
南
４
丁
目
１
８
番
地
１
２
号

 

　

☎（
28
）１
１
５
２

３
．（
株
）鈴
木
屋
商
店 

小
山
市
間
々
田
１
，２
９
０
番
地

 

　

☎（
45
）０
０
７
０

４
．
タ
テ
ノ
農
芸 

小
山
市
間
々
田
１
，３
１
３
番
地

 

　

☎（
45
）０
１
５
１

５
．
高
橋
農
機
具
店 

小
山
市
下
生
井
１
，２
２
５
番
地
５
号

 

　

☎
０
２
８
０（
56
）１
４
８
２

６
．（
株
）木
本
米
穀
肥
料 

野
木
町
友
沼
６
，３
１
０
番
地

 
　

☎
０
２
８
０（
55
）０
０
０
８

７
．
上
岡
肥
料
店 
栃
木
市
藤
岡
町
甲
３
０
１
４
番
地

 

　

☎
０
２
８
２（
62
）２
８
４
５

８
．
松
沼
肥
料
店 

栃
木
市
大
町
１
丁
目
８
番
地

 

　

☎
０
２
８
２（
22
）２
２
３
３

９
．
舘
野
物
産 

栃
木
市
惣
社
町
８
２
４
番
地
２
号

 

　

☎
０
２
８
２（
27
）３
０
０
５

10
．
玉
田
肥
料
店 

壬
生
町
通
町
４
丁
目
１
３
番
地

 

　

☎
０
２
８
２（
82
）０
０
３
１

11
．
神
長
商
店 

壬
生
町
上
稲
葉
２
４
１
番
地

 

　

☎
０
２
８
２（
82
）１
０
３
３

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　

総
務
課

　

☎（
22
）３
２
２
８

も
や
せ
る
ご
み
を
減
ら

す
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
雑
紙
の
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
も
の
の
中
に
は
、
紙
類
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
分
別
す

る
だ
け
で
、
紙
類
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
、
大
き
な
減
量
と

資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
雑
紙
類
（
例
）

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、

は
が
き
、
封
筒
、
メ
モ
用
紙
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
プ
リ
ン
ト
、

折
り
紙
、画
用
紙
、菓
子
・
食
品
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
日
用

品
な
ど
の
紙
箱
、
包
装
紙
・
紙

袋　

等

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も

の
は
「
塗
り
つ
ぶ
す
」「
切
り

取
る
」「
可
燃
ご
み
」
と
し
て

出
す
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
化
し
た
紙
は
、

半
透
明
か
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
分
別
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

使
用
済
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
食
品
等
で
汚
れ
た
紙
、

ア
ル
ミ
箔
の
紙
、
防
水
加
工
さ

れ
た
紙
コ
ッ
プ
・
紙
皿
、
感
熱
紙
、

カ
ー
ボ
ン
紙
、
写
真
プ
リ
ン
ト

紙
、
シ
ー
ル
の
台
紙
、
圧
着
ハ

ガ
キ　

等

紙
ご
み
は
古
封
筒
に
入
れ
た

り
、
雑
誌
に
挟
む
な
ど
し
て
、
飛

び
散
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
12
校
】
南
河
内
地
区
に
５
校
、
石
橋
地
区
に
４
校
、
国
分
寺
地
区
に
３
校
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
中
学
校
は
４
校
あ
り
ま
す
。
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
制

度
を
実
施
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な

り
ま
す
の
で
、
補
助
金
の
合
計

額
が
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
と

き
は
申
請
の
受
付
を
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、
以
下
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
実
績
報
告
時
に
お
い
て
居
住

し
て
い
る
場
合
を
含
む
。）

②
電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る
個

人
で
あ
り
、市
内
の
住
宅
（
店
舗
、

事
務
所
等
と
の
兼
用
は
可
と
す

る
。）
に
、
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
こ
と
ま
た
は
建
売
住
宅
供

給
者
等
か
ら
市
内
に
、
シ
ス
テ

ム
付
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
。

③
設
置
す
る
住
宅
が
、
補
助
対

象
者
の
所
有
物
で
な
い
場
合
は
、

書
面
に
よ
る
所
有
者
の
設
置
承

諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
工
事
完
了
日
、
建
売
住
宅
の

引
渡
し
日
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
工
事
完
了
日

・ 

既
築
住
宅

　

交
付
決
定
日
か
ら
３
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
10
日

㈭
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

・ 

新
築
住
宅

　

交
付
決
定
日
か
ら
６
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
10
日

㈭
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

○
建
売
住
宅
の
引
渡
し
日

　

交
付
決
定
日
か
ら
３
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
10
日

㈭
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

③
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

シ
ス
テ
ム
の
工
事
完
了
日
ま
た

は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の
引

渡
し
が
完
了
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
、
30
日
以
内
ま
た
は
平
成

28
年
３
月
24
日
㈭
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
補
助
金
の
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
ｋ

Ｗ
当
た
り
１
万
５
千
円
（
上
限

６
万
円
） 

千
円
未
満
の
端
数
は

切
り
捨
て
。

■
予
算
額　

９
０
０
万
円

■
申
請
受
付　

４
月
１
日
㈬

午
前
８
時
30
分
か
ら

■
必
要
書
類

・ 
シ
ス
テ
ム
の
概
要
が
確
認
で

き
る
書
類

・ 
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
ま

た
は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
売

買
契
約
書
の
写
し

・ 

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

・ 

住
民
票
の
写
し

・ 

設
置
承
諾
書

・ 

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

■
申
請
先

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、
環
境

課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
必
ず
設
置
工
事
の
着
工
前
ま

た
は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の

引
渡
し
前
に
、
補
助
金
交
付
申

請
を
し
て
交
付
決
定
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
交
付
決
定
前
に
工

事
に
着
工
さ
れ
た
場
合
ま
た
は

引
渡
し
を
受
け
た
場
合
は
補
助

空
き
地
の
雑
草
管
理
で

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

高
齢
で
な
か
な
か
草
刈
り
が

ま
ま
な
ら
な
い
、
面
積
が
大
き

く
て
手
が
回
ら
な
い
と
い
っ
た

空
き
地
の
雑
草
の
除
去
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
放
っ
て
お
く
と
、

ど
ん
ど
ん
雑
草
が
伸
び
て
し
ま

い
、
毛
虫
が
発
生
し
た
り
、
隣

接
す
る
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

空
き
地
の
適
正
な
管
理
は
所

有
者
の
責
任
で
す
。

　

下
野
市
で
は
、
所
有
者
に
代

わ
り
空
き
地
の
除
草
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
委
託
の
料
金

　
【
参
考
】年
額
90
円/

１
㎡（
平

成
26
年
度
の
場
合
・
税
抜
）

　

注
意
：
年
度
途
中
の
申
し
込

み
、
解
約
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

■
管
理
の
内
容　

年
４
回
の
雑

草
の
刈
払
い
（
刈
り
取
り
は
雑
草

の
繁
茂
す
る
期
間
に
行
い
ま
す
）

　

な
お
、
刈
り
取
っ
た
草
の
回

収
は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望
す
る

場
合
は
個
別
に
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
託
の
条
件

①
下
野
市
の
行
政
区
域
内
で
あ
る
こ
と

②
建
物
や
工
作
物
が
無
く
、
果

樹
、
植
木
等
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
な
い
更
地
で
あ
る
こ
と

③
傾
斜
地
や
湿
地
等
、
通
常
の
管

理
が
困
難
な
土
地
で
な
い
こ
と

④
笹
竹
等
の
繁
茂
に
よ
る
荒
廃
が

な
く
、
昨
年
ま
で
適
正
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ
る
こ
と

■
委
託
の
方
法

　

環
境
課
に
申
請
書
を
提
出
し
、

委
託
料
を
前
払
い
す
る
。

小
山
中
央
清
掃
セ
ン

タ
ー
土
曜
開
場
日
の
変

更
に
つ
い
て

　

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
毎

月
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
開
場

し
、
一
般
の
直
接
搬
入
の
受
入

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

の
第
２
土
曜
日
（
11
日
）
は
「
お

や
ま
思
川
ざ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
周
辺
道
路

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

こ
の
日
の
搬
入
を
中
止
し
、
第

３
土
曜
日
（
18
日
）
を
代
替
日

と
し
て
開
場
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎（
24
）３
１
９
４
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４
月
か
ら
９
月
ま
で
は

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策

期
間
で
す

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が

弱
く
、
気
温
が
高
く
晴
れ
た
日

に
発
生
し
や
す
く
、
目
が
チ
カ

チ
カ
す
る
、
頭
痛
が
す
る
、
息

苦
し
い
な
ど
の
症
状
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
が
一
定
基
準
値
以
上
と

な
り
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
を
発
令
し

て
い
ま
す
。

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が

発
令
さ
れ
た
ら

・ 

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

・ 

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の

ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
た
と
き

は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
て
、

し
ば
ら
く
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

洗
顔
や
う
が
い
を
し
て
も
症
状

が
治
ま
ら
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
に
つ
い

て
栃
木
県
で
は
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
値
が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

・ 

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
。
屋
内
に
お
い
て
も
換

気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小
限

に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
方
、
子
供
、
高
齢
の
方

な
ど
は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ

り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

■
も
っ
と
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
・

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と

ち
ぎ
の
青
空
」

http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/d03/eco/kankyou/
hozen/aozora.htm

l（
パ
ソ
コ
ン
）

・ 

栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録
画
面

へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与
さ
れ

た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
ま
た
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意

喚
起
情
報
が
出

さ
れ
る
と
そ
の

情
報
が
自
動
配

信
さ
れ
ま
す
。

業
者
で
も
、
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
ハ
チ
に
巣
を
作
ら
れ
な
い
た

め
に
早
期
（
５
月
〜
６
月
）
に

対
策
し
ま
し
ょ
う
。

　

庭
木
の
剪
定
や
家
の
ま
わ
り

の
整
理
整
頓
を
し
、
風
通
し
を

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
節
穴
な
ど
、

ハ
チ
に
侵
入
さ
れ
そ
う
な
と
こ

ろ
を
補
修
す
る
こ
と
も
営
巣
の

防
止
策
と
し
て
有
効
で
す
。

　

営
巣
初
期
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

個
人
で
駆
除
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

【
参
照
・（
社
）
日
本
ペ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
会　

http://
w
w
w
.pestcontrol.or.jp/

pest_m
easure/pest06.htm

l

】

■
不
要
な
駆
除
は
控
え
ま
し
ょ

う
　

ハ
チ
も
命
の
あ
る
生
き
物
で

す
。
人
に
と
っ
て
も
、
ハ
エ
や

ク
モ
、
毛
虫
な
ど
を
食
べ
て
く

れ
る
益
虫
と
し
て
の
側
面
も
あ

り
ま
す
。
人
の
出
入
り
の
な
い

よ
う
な
、
生
活
上
の
支
障
や

危
険
性
の
な
い
場
所
に
巣
が
で

き
た
場
合
に
は
、
む
や
み
に
巣

の
駆
除
を
行
う
こ
と
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費

補
助
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

市
で
は
、
駆
除
業
者
に
よ
り
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方
に

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

 

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
７
，０
０
０
円
）
百

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。

■
添
付
書
類

・ 

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収

書
・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

・
写
真
（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

・ 

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

■
申
請
先

　

駆
除
後
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
環
境
課
・
南
河
内
庁
舎
市

民
課
窓
口
・
石
橋
庁
舎
市
民
課

窓
口
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
駆
除
業
者

　

市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
株
）
県
南
環
境

　
　

☎（
44
）２
５
１
８

　
（
株
）
ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　
　

☎（
44
）９
６
１
８

　

マ
コ
ト
技
研
（
株
） 

　
　

☎（
53
）５
４
３
４

※
市
内
外
問
わ
ず
右
記
以
外
の

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル

　

下
野
市
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
、
不
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら

受
け
付
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
不
用
品
の
情
報
を
管
理
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
譲
り
受
け
を

希
望
す
る
方
に
そ
の
情
報
を
提

供
す
る
制
度
で
す
。「
譲
っ
て
ほ

し
い
」・「
譲
り
た
い
」
品
物
が

一
致
し
た
場
合
、
相
手
方
の
氏

名
、
連
絡
先
等
に
つ
い
て
、
環

境
課
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
そ
の
後
は
ご
本
人
同
士
で

お
話
し
合
い
の
う
え
、
譲
り
渡

し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
成

立
し
て
い
る
制
度
で
す
の
で
、

無
償
で
の
譲
り
渡
し
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
「
譲
り
た
い
」
に
登
録
い
た

だ
い
た
品
物
の
保
管
は
各
自
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
動
物
や
植
物
、
食
品
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。
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狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

と
飼
犬
の
新
規
登
録
を

行
い
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
と
飼
犬
の
新
規
登
録

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

■
予
防
注
射
料

　

３
，５
０
０
円

■
登
録
料
（
新
規
登
録
の
み
）

　

３
，０
０
０
円

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
は
が
き
の
送
付
を
受
け
た
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ふ
ん
害
に
憤
慨
!!

　

誰
も
が
犬
・
猫
を
好
き
と
は

か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
飼
い
方
は
誰
も
が
不
快

で
す
。

　

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
犬
の
「
ふ
ん
」
の
後
処
理

で
す
。「
ふ
ん
」
の
処
理
は
飼
い

主
の
責
任
で
す
！
散
歩
中
は「
ふ

ん
」を
片
付
け
る
道
具
を
携
帯
し
、

「
ふ
ん
」
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
必
ず
自
宅
へ
持
ち
帰
っ
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

猫
の
「
ふ
ん
」
に
関
す
る
苦

■
集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合

　

最
寄
り
の
動
物
病
院
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
飼
犬
登
録
の
変
更
等

　

飼
犬
の
死
亡
等
、
登
録
内
容

に
変
更
・
訂
正
が
あ
り
ま
し
た

ら
連
絡
願
い
ま
す
。

※
会
場
は
地
区
ご
と
で
す
が
、

い
ず
れ
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

情
や
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
花
壇
に
「
ふ
ん
」
を

し
た
り
、
荒
ら
し
た
り
と
困
っ

て
い
ま
す
。
専
用
の
ト
イ
レ
を

用
意
し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
か
ら
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
・
猫
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。
近
隣
や
周
囲
の
人
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
楽

し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。

　

♪
ル
ー
ル
を
守
っ
て
人
に
も

犬
・
猫
に
も
優
し
い
街
づ
く
り

♪

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』　
『
譲
っ

て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・
学
習
机
（
女

児
用
イ
ス
付
）・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
・
犬
の
ゲ
ー
ジ
・
ベ
ッ
ド
・

授
乳
用
ク
ッ
シ
ョ
ン

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
家
庭
用
ミ
シ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
・
電
子

ピ
ア
ノ
・
女
児
服
（
１
０
０
㎝
）・

男
児
服
（
90
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制

服
（
女
児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼

稚
園
制
服
（
男
児
１
３
０
㎝
）・
第

二
薬
師
寺
幼
稚
園
体
操
着
（
冬
用

90
〜
１
２
０
㎝
）・
国
分
寺
東
小

学
校
体
操
着
（
上
下
１
４
０
㎝
）・

SEGA
Beena

の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ

タ
ー
・
薬
師
寺
幼
稚
園
通
園
リ
ュ
ッ

ク
・
南
河
内
第
二
中
学
校
制
服
（
女

子
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
南
河
内
第
二
中
学

校
体
操
着
（
女
子
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
車

イ
ス
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
子
供
用

自
転
車
（
男
児
18
イ
ン
チ
、
女
児

20
イ
ン
チ
）・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
女

児
１
２
０
㎝
、
１
３
０
㎝
、
男
児

１
１
０
㎝
前
後
）・
愛
泉
幼
稚
園
体

操
着
（
男
児
１
１
０
㎝
前
後
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日 地区 実施時間 場　　　所

４
月
４
日
（
土
）

石
橋

９：20 ～ 10：00 石北コミセン１号館（上原）

10：15 ～ 10：55 石橋北小校舎南側

11：10 ～ 11：40 若林公民館

13：00 ～ 14：00 石橋商工会館駐車場

国
分
寺

９：00 ～ ９：40 国分集落研修センター

9：55 ～ 10：15 川南集落研修センター

10：30 ～ 11：40 日酸公園

13：00 ～ 14：00 関根井公民館

南
河
内

９：15 ～ 10：00 別処山公園駐車場

10：15 ～ 11：00 南河内東体育館

11：15 ～ 11：40 谷地賀公民館

13：00 ～ 14：00 祇園原公園ステージ前

４
月
５
日
（
日
）

石
橋

９：00 ～ ９：30 細谷小北側駐車場

９：45 ～ 10：05 下野市農村環境改善センター

10：20 ～ 10：50 ＪＡおやま下古山購買所

11：05 ～ 12：00 古山小校舎東側

国
分
寺

南
河
内

９：00 ～ ９：40 医大前コミュニティセンター

10：00 ～ 11：10 烏ヶ森公園トイレ北側

11：25 ～ 12：00 朝日公民館南側

４
月
11
日
（
土
）

石
橋

９：00 ～ ９：40 中大領構造改善センター

９：55 ～ 10：35 東前原農村公園

10：50 ～ 11：40 テーマ館

13：00 ～ 14：00 石橋庁舎中庭

国
分
寺

９：10 ～ 10：00 東方館

10：15 ～ 10：50 柴公園

11：10 ～ 11：40 蔓
つ る ま き

巻公園

13：00 ～ 14：00 国分寺庁舎玄関前

南
河
内

９：15 ～ 10：30 ＧＴコミュニティセンター

10：50 ～ 11：40 下野薬師寺歴史館駐車場

13：00 ～ 14：00 南河内図書館南側駐車場
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◆
新
庁
舎
は
地
球
環
境
に
優
し
い
建
物
で
す

　

新
庁
舎
は
環
境
へ
の
負
担
を
少
な
く

す
る
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
積
極
的
に
進
め
、
省
エ
ネ
・
省
資
源

対
策
の
モ
デ
ル
と
な
る
庁
舎
で
す
。

○
太
陽
光
に
よ
る
熱
の
負
担
を
軽
減

　

Low
-E

（
熱
線
反
射
）
ペ
ア
ガ
ラ
ス

や
日
射
し
を
遮
る
効
果
の
あ
る
水
平
庇

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
夏
季
の
太
陽
光

に
よ
る
日
射
を
抑
制
し
熱
か
ら
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
装
置

　

屋
上
に
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し

電
気
使
用
量
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

○
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム

　

夏
場
な
ど
の
冷
房
時
期
に
お
い
て
、

昼
間
に
建
物
内
部
に
蓄
積
さ
れ
た
熱
を
、

夜
間
に
温
度
が
低
い
外
気
と
入
れ
替
え

る
こ
と
で
冷
房
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

○
雨
水
利
用

　

建
物
屋
根
面
に
降
っ
た
雨
水
を
貯

留
・
ろ
過
し
、
雑
用
水
と
し
て
ト
イ
レ

の
洗
浄
水
に
利
用
し
て
水
資
源
の
有
効

活
用
を
図
り
ま
す
。

○
地
中
熱
利
用
空
調
シ
ス
テ
ム

　

年
間
を
通
し
て
温
度
が
安
定
し
た
地

中
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
外
気
の
よ
う
に

季
節
を
通
し
た
変
動
が
な
く
、
外
気
に

比
べ
て
夏
は
冷
た
く
、
冬
は
暖
か
い
）
を
、
冷
暖
房
の
一

部
に
有
効
利
用
し
電
気
消
費
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

※
地
中
熱
利
用
空
調
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
次
回
（
８
月

号
予
定
）
に
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

新 庁 舎 建 設
◆
新
庁
舎
建
設
工
事
の
よ
う
す
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
建
物
の
骨
組
み
と
な
る
躯
体
工
事
が
進
み
、

少
し
ず
つ
庁
舎
の
形
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
車
庫

や
機
械
室
な
ど
の
機
能
を
も
っ
た
付
属
棟
の
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
現
場
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
の
施
工
が
進
み
２

階
の
立
上
り
部
分
（
３
階
の
床
）
ま
で
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

１
階
市
民
ロ
ビ
ー
部
分
の
鉄
骨
工
事
も
進
み
、
１
階
の
丸
み
を
帯
び
た

形
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
７
月
頃
に
は
躯
体
工
事
が
完
了
し
庁
舎
全
体

の
形
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

■建設工事の様子

東側から庁舎を見る

南側から庁舎を見る

■工事現場の様子

航空写真：東側から敷地を見る（３月17日撮影）

定点写真：南側から敷地を見る（３月13日撮影）

■問い合わせ先　新庁舎準備室　☎（４０）５５６８

市
民
現
場
見
学
会
を
７
〜
８
月

頃
実
施
予
定
で
す
。
詳
細
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
広
報
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

庁舎棟

付属棟

階段室を利用した自然換気
太陽光発電パネルの設置

夏季の日射を遮る軒の深い水平庇

Low-E複層ガラス

地中熱利用空調システム
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２
０
１
５
年
４
月
か
ら
自
治
医
科
大

学
附
属
病
院
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
、

今
後
と
も
栃
木
県
、
下
野
市
の
地
域
医
療

を
支
え
る
病
院
と
し
て
発
展
す
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

地
域
医
療
（com

m
unity m

edicine

）

と
い
う
言
葉
の
歴
史

　

自
治
医
科
大
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
医

療
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
医
療
を
確
保

し
、
地
域
住
民
の
保
健
・
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
医
の
倫
理
に
徹
し
、
か
つ
高

度
な
臨
床
的
実
力
を
有
し
、
更
に
進
ん
で

地
域
の
医
療
・
福
祉
に
貢
献
す
る
気
概
あ

る
医
師
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、

医
学
の
進
歩
を
図
り
ひ
ろ
く
人
類
の
福
祉

に
も
貢
献
す
る
こ
と
」
で
す
。
こ
の
建
学

の
精
神
か
ら
、
自
治
医
科
大
学
は
「
地

域
医
療
の
大
学
」
で
あ
る
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。「
地
域
医
療
」
と
い
う
言
葉
は
、

１
９
７
０
年
頃
佐
久
市
立
国
保
浅
間
総
合

病
院
の
吉
沢
国
雄
先
生
に
よ
っ
て
「
包
括

医
療
（
保
健
予
防
、
疾
病
治
療
、
後
療
法

お
よ
び
更
生
医
療
）
を
、
地
域
住
民
に
対

し
て
社
会
的
に
適
応
し
実
践
す
る
こ
と
」

療
、
福
祉
、
介
護
ま
で
含
め
た
継
ぎ
目
な

い
医
療
・
ケ
ア
が
現
在
の
「
地
域
医
療
」

で
す
。
そ
の
21
世
紀
型
「
地
域
医
療
」
で

は
、
大
学
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
高
度
急

性
期
医
療
を
担
う
基
幹
病
院
も
、
こ
の
継

ぎ
目
な
い
「
地
域
医
療
」
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
手
術

を
は
じ
め
と
し
た
治
療
法
の
進
歩
に
寄
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、継
ぎ
目
の
な
い
医
療
・

ケ
ア
の
中
に
高
度
な
手
術
や
抗
が
ん
剤
治

療
を
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
成
立
し
な
く
な

り
、
ま
た
高
度
な
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
基
幹
病
院
だ
け
で

と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
「
病
院
医

療
」
が
「
地
域
医
療
」
の
対
義
語
と
し
て

使
用
さ
れ
、
１
９
７
８
年
の
ア
ル
マ
・
ア

タ
宣
言
に
基
づ
い
た
医
療
と
健
康
の
問
題

を
地
域
住
民
の
力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

佐
久
総
合
病
院
や
諏
訪
中
央
病
院
な
ど
で

実
践
さ
れ
て
い
た
「
農
村
医
療
」
が
、「
地

域
医
療
」
の
言
葉
の
基
礎
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
医

療
構
造
も
変
化
し
、
こ
の
「
地
域
医
療
」

の
概
念
も
徐
々
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

21
世
紀
の
現
在
、
以
前
は
地
域
医
療
の
対

極
に
あ
る
と
さ
れ
た
大
学
病
院
に
お
い
て

「
地
域
医
療
」
を
考
え
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。

21
世
紀
の
地
域
医
療

　
「
地
域
医
療
」
の
テ
ー
マ
は
、
80
年
代

に
は
予
防
と
治
療
の
一
体
化
が
課
題
と
さ

れ
、
そ
れ
が
概
ね
実
現
さ
れ
た
90
年
代
に

は
医
療
と
福
祉
の
一
体
化
が
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
予
防
医
療
、
患
者
に
や
さ
し
い

医
療
、
医
療
と
継
ぎ
目
な
く
提
供
さ
れ
る

福
祉
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
提
供
す
る
こ

と
が
目
標
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
継
ぎ
目
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
、
予

防
医
療
か
ら
高
度
急
性
期
医
療
、
緩
和
医

行
え
な
く
な
っ
た
量
的
な
問
題
も
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
、が
ん
診
療
や
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
、
糖
尿
病
で
患
者
さ
ん
を
連
携
し

て
診
察
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
地
域
連
携
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
が
作
成
さ
れ
、
色
々
な

病
気
で
病
院
、
診
療
所
の
連
携
を
強
化
す

る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

病
院
や
診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ
を
接
続
す

る
「
と
ち
ま
る
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
診
療
情

報
の
連
携
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
で
は
２
０
１
３
年
に
第
６
期
の

保
健
医
療
計
画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
病
院
と
病
院
の
連
携
、
病
院

と
診
療
所
の
連
携
が
重
要
な
課
題
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
毎
に
目
標
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
を
そ
れ
ぞ
れ

の
都
道
府
県
で
考
え
て
病
床
機
能
の
分
化

を
行
う
制
度
（
病
床
機
能
報
告
制
度
）
を
、

２
０
２
５
年
に
実
現
す
る
こ
と
を
厚
生
労

働
省
は
提
案
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

社
会
情
勢
の
変
化
、「
地
域
医
療
」
の
変

化
に
対
し
て
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

は
今
後
10
年
間
で
診
療
能
力
の
強
化
を
行

い
ま
す
。
病
床
機
能
報
告
制
度
が
実
施
さ

れ
る
２
０
２
５
年
、
栃
木
県
２
０
０
万
人

の
「
地
域
医
療
」
を
担
う
高
度
急
性
期
病

院
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
「
地
域
医
療
」

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

病
院
長

消
化
器
・
一
般
外
科　

佐さ

た田　

尚な
お
ひ
ろ宏
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者

助
成
金
制
度

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
予
選

会
等
に
よ
り
栃
木
県
代
表
と
し

て
関
東
大
会
や
全
国
大
会
に

出
場
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
、

次
に
該
当
し
な
い
方

⑴ 

市
内
中
学
校
の
運
動
部
に
在

籍
す
る
方

⑵
監
督
ま
た
は
コ
ー
チ
等

⑶ 

予
選
会
ま
た
は
全
国
大
会
等
に

選
手
と
し
て
登
録
が
な
い
方

■
助
成
金

⑴
関
東
大
会

　

 

１
人
５
，０
０
０
円
（
団
体
の

場
合
は
対
象
人
数
を
乗
じ
た
額
。

上
限
７
５
，０
０
０
円
。）

⑵
全
国
大
会

　

 

１
人　
１
０
，０
０
０
円
（
団
体

の
場
合
は
対
象
人
数
を
乗
じ
た

額
。
上
限
１
５
０
，０
０
０
円
。）

■
交
付
申
請

　

原
則
と
し
て
大
会
開
催
30
日

前
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
揃
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
ら
な
い
大
会
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
52
）１
１
２
４

体
育
協
会　

陸
上
競
技
部

大
澤
駅
伝
競
走
大
会
で

上
位
入
賞

　

２
月
１
日
に
佐
野
市
で
開
催

さ
れ
た
、
第
65
回
大
澤
駅
伝
競

走
大
会
に
お
い
て
、
一
般
男
子

の
部
（
２
１
・
０
９
７
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
21
チ
ー
ム
参
加
）で
、

下
野
市
駅
伝
チ
ー
ム
が
第
３
位

入
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
強
風
の
中
、
片
野
匠

選
手
が
３
区
で
区
間
賞
を
獲
得

す
る
な
ど
、
全
員
が
素
晴
ら
し

い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
後
も
温
か
い
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

各
自
治
会
の
役
員
さ
ん
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の
多

大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、

盛
大
に
体
育
祭
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
健
康
増
進

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

年
で
第
10
回
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
、

自
治
会
対
抗
で「
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」、「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」、「
運
動
会
」、

自
治
会
対
抗
で
は
な
い
「
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
予
定
で
す
。

特
に
「
運
動
会
」「
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お

い
て
は
、
下
野
市
制
施
行
10

周
年
を
記
念
し
て
、
例
年
以

上
に
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

参
加
し
て
み
た
い
方
は
、

所
属
す
る
自
治
会
の
自
治
会

長
ま
た
は
体
育
部
長
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

平
成
27
年
度
第
10
回
下
野
市
市
民
体
育
祭
の
お
知
ら
せ

■
市
民
体
育
祭
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
大
会

開
催
日
：
６
月
14
日
㈰ 

会　

場
： 

大
松
山
運
動
公

園
・
国
分
寺
運
動

公
園
・
別
処
山
公

園

※
雨
天
時
は
翌
週
（
21
日
）

に
延
期

■
市
民
体
育
祭
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

開
催
日
：
９
月
６
日
㈰

　

会　

場
： 

石
橋
小
学
校
体

育
館
・
国
分
寺
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
・
南
河
内
体

育
セ
ン
タ
ー

■
市
民
体
育
祭
運
動
会

①
石
橋
地
区
大
会

　

10
月
11
日
㈰
大
松
山
運
動

公
園

②
国
分
寺
地
区
大
会

　

10
月
11
日
㈰
国
分
寺
運
動

公
園

※
①
②
と
も
、
雨
天
時
は
翌

日
（
12
日
（
月
・
体
育
の
日
））

に
順
延

■
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
11
日
㈰
南
河
内
球
場

ほ
か

※
雨
天
時
は
種
目
に
よ
っ
て

は
後
日
に
延
期

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

平成26年度市民体育祭運動会石橋地区大会の様子
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リ
ン
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
込
み
）

■
参
加
費　

２
，０
０
０
円

■
申
し
込
み

　

５
月
11
日
㈪
ま
で
に
、
各
地

区
役
員
ま
た
は
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
コ
ー
ス
レ
ッ
ス
ン
会　

■
日
時

　

①
４
月
26
日
㈰

　

②
５
月
７
日
㈭

　

両
日
と
も
午
前
９
時
開
始

■
場
所

　

思
い
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
対
象
者

　

市
内
在
住
在
勤
及
び
市
民
の

紹
介
者

■
定
員　

各
日
８
名

■
費
用
（
昼
食
別
）

　

①
３
，１
０
０
円

　

②
２
，６
０
０
円

■
申
込
締
切　

４
月
23
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

体
育
協
会　

ゴ
ル
フ
協
会

参
加
者
募
集

○
腕
試
し
ゴ
ル
フ
会　

■
日
時

　

５
月
13
日
㈬
午
前
７
時
フ
ラ

ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
駐
車

場
集
合

■
場
所

　

風
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
対
象
者

　

市
内
在
住
在
勤
及
び
市
民
の

紹
介
者

■
定
員　

20
名

■
参
加
費

　

６
，３
０
０
円
（
昼
食
・
賞
品
・

バ
ス
代
込
み
）

■
申
込
締
切　

５
月
８
日
㈮

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
費
の
一
部
を
下
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
21
日
㈭
午
前
８
時
会
場

集
合

■
場
所

　

東
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者

　

市
内
在
住
在
勤
及
び
市
民
の

紹
介
者

■
定
員　

１
２
０
名

■
費
用

　

６
，０
０
０
円
（
昼
食
・
ド

平
成
27
年
度
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
を
開

催
し
ま
す

■
開
催
日

①
４
月
26
日
㈰

②
５
月
17
日
㈰

③ 

６
月
７
日
㈰
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
認
定
講
習
会

④
７
月
５
日
㈰

⑤
８
月
９
日
㈰

⑥ 

９
月
６
日
㈰
市
民
体
育
祭
キ
ン

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

⑦ 

11
月
29
日
㈰
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会

⑧
１
月
17
日
㈰

⑨
２
月
14
日
㈰

⑩ 

３
月
13
日
㈰
下
野
オ
ー
プ
ン

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

２
０
１
６

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

■
場
所

①
③
⑧
⑩
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

②
④
⑦
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

⑤
⑨
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

⑥
石
橋
小
学
校
体
育
館
、
南
河
内

体
育
セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

小
学
生
以
上（
③
⑦
は

高
校
生
以
上
）

■
費
用　

原
則
無
料

■
申
し
込
み　

当
日
会
場
に
て
受

け
付
け
ま
す
。

※
③
⑦
⑩
は
事
前
申
し
込
み
と
参

加
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

体
育
協
会　

卓
球
部

平
成
27
年
度
前
期 

市
民

卓
球
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
日
時

　

５
月
23
日
〜
６
月
20
日
（
毎

週
土
曜
日
、
全
５
回
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学

３
年
生
以
上
の
学
生
と
社
会

人
（
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
で

す
。）

■
内
容

　

硬
式
・
ラ
ー
ジ
で
そ
れ
ぞ
れ

初
心
・
初
級
・
中
級
の
３
ク
ラ

ス■
定
員

　

硬
式
30
名

　

ラ
ー
ジ
10
名
程
度

■
参
加
費
（
当
日
徴
収
）

　

２
，０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

※
参
加
回
数
に
よ
る
参
加
費
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み

　

４
月
13
日
㈪
午
前
９
時
〜
５

月
８
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
不
可
）

※
参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
８
日
㈮

午
後
５
時
ま
で

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
〜
午
後
11
時
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
参
加
者
募
集

★
下
野
市
委
託
事
業

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
２
本
の
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ

て
歩
く
有
酸
素
運
動
で
、
全
身

を
使
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す

■
日
時　

５
月
30
日
㈯
午
前
10

時
〜
正
午

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
・

大
松
山
運
動
公
園（
雨
天
時
：

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象
者　

下
野
市
在
住
・
在

勤
者（
20
歳
以
上
）

■
参
加
費　

一
人
６
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

■
定
員　

25
名（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

４
月
20
日
㈪
〜

５
月
11
日
㈪
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

体
育
協
会　

弓
道
部

弓
道
教
室
開
催

　

老
若
男
女
問
わ
ず
長
年
続
け

ら
れ
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
16
日
〜
６
月
13
日
（
毎

週
土
曜
日
、
全
５
回
）

　

・
昼
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時

　

・
夜
の
部　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所

　

・
昼
の
部　

静
思
館

　

・
夜
の
部　

石
橋
弓
道
場

■
対
象

　

下
野
市
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

■
定
員

　

昼
の
部
、
夜
の
部
と
も
に
10

名
程
度

■
参
加
費

　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み

　

４
月
30
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

に
、
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
窓
口
（
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館
内
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
電
話
で
の
申
し
込
み

不
可
）

■
そ
の
他

　

道
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

体
育
協
会
弓
道
部　

清
水

☎
０
９
０（
８
６
８
２
）５
０
１
０

体
育
協
会　

テ
ニ
ス
協
会

下
野
市
春
季
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

■
日
時

　

５
月
９
日
〜
６
月
６
日
（
毎

週
土
曜
日
、
全
５
回
）
午
後
７

時
〜
９
時　

予
備
日
あ
り

※
初
回
は
午
後
６
時
45
分
〜

■
会
場　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
（
高
校
生
以
上
）
の
初
心

者
・
中
級
者

■
参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
初

回
徴
収
）

■
申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

tennis_m
urao@

nifty.com

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
の
場

合
、
①
氏
名
②
性
別
③
住
所
ま

た
は
勤
務
先
④
連
絡
先
⑤
テ
ニ

ス
歴
を
本
文
に
記
載
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。（
不
備
の
場

合
は
受
付
不
可
。
受
付
完
了
の

返
信
を
確
認
く
だ
さ
い
。）

■
受
付
期
間

　

４
月
24
日
㈮
〜
５
月
７
日
㈭

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

こ
れ
ま
で
市
が
実
施
し
て
い
ま
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
効
果
的
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
健
康

づ
く
り
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
各
地
区
に
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
に
委
託
を
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行
い
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

委
託
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
各
ク
ラ

ブ
で
実
施
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

参
加
募
集
は
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ク

ラ
ブ
の
会
員
・
非
会
員
の
区
別
な
く
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
料
に
つ
い
て
も
、
会
員
・
非
会

員
の
区
別
な
く
同
じ
参
加
料
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

今
後
、
各
事
業
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
各
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
か
ら
市
の
広
報
紙
な
ど
を
通
し
て
参
加
募
集
の
ご
案
内

を
し
ま
す
の
で
、
開
催
要
領
に
従
い
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
委
託
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室　

※
【　

】
は
委
託
先
ク
ラ
ブ
名

【
グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

　

・
親
子
体
操
教
室
（
前
期
・
後
期
）

　

・
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
（
バ
ス
日
帰
り
）

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
】

　

 

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
バ
ス
日
帰
り
）

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内
】

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室
（
バ
ス
日
帰
り
）

　

 

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
を
予
定
）

※ 

委
託
事
業
は
、
地
区
や
ク
ラ
ブ
会
員
等
の
限
定
を
せ
ず
、
下

野
市
民
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
事
業
委
託
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

〜
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
へ　

　
　
　
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」が
実
施
し
ま
す
〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ

南
河
内
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ

南
河
内
（
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

土
・
日
曜
・
祝
・
祭
日
除

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
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ニ
コ
ニ
コ
〜
マ
マ
と
一
緒

〜
体
操
教
室（
前
期
）参
加

者
募
集（
市
委
託
事
業
）

★
下
野
市
委
託
事
業

　

幼
児
期
に
運
動
す
る
こ
と
で

心
身
の
発
達
を
促
し
、
ま
た
親

子
で
体
操
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
更
に
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
親
子
体
操
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
講
師　

草
川
奈
津
子
先
生

■
日
時　

５
月
１
日
〜
６
月
19

日
（
毎
週
金
曜
日　

全
８
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
後
期
は
10
月
実
施
予
定

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

満
２
〜
３
歳
（
５
月
１

日
現
在
）
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
参
加
者
以
外
は
入
場
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
妊
娠
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
参
加
費　

１
組
１
，０
０
０
円

■
定
員　

20
組
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

４
月
１
日
㈬
〜

24
日
㈮
ま
で
に
、
グ
リ
ム
の
里

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

１
ｓ
ｔ
シ
リ
ー
ズ
参
加
者

募
集

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
我
が

子
の
心
と
体
の
成
長
を
実
感
し

ま
せ
ん
か
。
運
動
、遊
び
、工
作
、

子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
な
ど

日
光
連
山

月
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

山
の
斜
面
を
埋
め
尽
く
す

「
ア
カ
ヤ
シ
オ
」を
見
に
行
き
ま

せ
ん
か
。
帰
り
に
は
温
泉
に
も

立
ち
寄
り
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
８
日
㈮
午
前
６
時
旧
南

河
内
庁
舎
駐
車
場
出
発

■
場
所　

月
山（
栃
木
県
）

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
・
在
勤
者（
小

学
４
年
生
以
上
）

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴

■
参
加
費

　

会　

員　

４
，０
０
０
円

　

非
会
員　

４
，５
０
０
円

■
定
員　

30
名（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

　

４
月
13
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈮

ま
で
に
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
参
加

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
参
加
者
20
名
以
下
な
ら
中
止

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
５
月
１
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
、
原
則
と
し
て
返
金
い
た

し
ま
せ
ん
。

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局

　

担
当　

黒
川
恵
里

　

☎（
52
）１
１
８
２

　

月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

夢
く
ら
ぶ
国
分

寺
か
ら
の
お
知
ら
せ　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口

で
申
込
書
に
記
入
の
う
え
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

担
当　

近
藤
敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

　

火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

を
通
じ
て
、
期
間
中
に
お
子
さ

ん
に
自
主
性
が
芽
生
え
て
き
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
、

保
護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
講

師
の
養
育
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も

人
気
の
一
つ
で
す
。

■
日
時

　

 

５
月
11
・
18
・
25
日
・
６
月
１
・

８
・
15
日
・
７
月
６
・
13
日
（
月

曜
日　

全
８
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者

　

 

開
催
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児

〜
未
就
園
児
20
組
程
度
（
先

着
順
）

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会　

員　

３
，６
０
０
円

　

会
員
外　

４
，０
０
０
円

　

幼
児
の
み
保
険
加
入

■
申
込
期
間

　

４
月
15
日
㈬
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分

寺
恒
例
の
地
域
へ
の
感
謝
祭
と

し
て
ク
ラ
ブ
が
総
力
を
か
け
た

イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も
盛
大
に
実

施
し
ま
す
。
沢
山
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
）

■
日
時

　

５
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園
と
国
分
寺

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

（
雨
天
の
場
合
は
会
場
変
更
）

■
内
容

① 

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ス
ポ
ー

ツ
ラ
リ
ー

② 

ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
対
象
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
初
心
者
Ｏ

Ｋ
）

③ 

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
試

合
④ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
他
）

⑤
模
擬
店

⑥
お
楽
し
み
抽
選
会

⑦
中
学
生
以
下
に
先
着
記
念
品

■
対
象
者
・
参
加
費

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
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親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導

者
研
修
参
加
者
募
集

　
「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、

親
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
、
家

庭
教
育
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ

ル
等
を
学
ぶ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　

こ
の
研
修
は
「
親
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
た
家
庭
教

育
支
援
者
の
養
成
を
目
的
と
し

ま
す
。
研
修
で
は
「
親
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
体
験
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
立
案
や
進
行
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

■
主
催
・
会
場

　

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

■
日
程

　

第
１
回　

６
月
４
日
㈭

　

第
２
回　

６
月
17
日
㈬

　

第
３
回　

７
月
13
日
㈪

　

第
４
回　

７
月
21
日
㈫

■
対
象
者

　

家
庭
教
育
支
援
に
携
わ
っ
て

い
る
方
や
関
心
の
あ
る
方

　

全
10
回

　
（
県
外
へ
の
宿
泊
研
修
あ
り
）

■
参
加
費
用

　

無
料
（
研
修
時
の
食
事
代
等

は
実
費
負
担
）

■
対
象

若
者
リ
ー
ダ
ー

　

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
男
女

　

 （
全
日
制
高
校
生
除
く
、
県

外
学
生
含
む
）

女
性
リ
ー
ダ
ー

　

30
歳
以
上
66
歳
未
満
の
女
性

※
と
も
に
原
則
と
し
て
市
内
在

住■
定
員　

　

若
者
リ
ー
ダ
ー
、
女
性
リ
ー

ダ
ー　

各
１
名
（
市
か
ら
派
遣
）

■
募
集
期
間

　

４
月
20
日
㈪
〜
５
月
22
日
㈮

■
選
考

　

書
類
審
査
（
小
論
文
ほ
か
）、

面
接
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

※ 
市
か
ら
県
へ
の
推
薦
者
の
選

考
で
あ
り
、
県
で
さ
ら
に
選

考
会
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

※ 

詳
細
は
、
県
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.p
re
f.

tochigi.lg.jp/index.htm
l

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
募
集
締
切

　

５
月
20
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

新
し
い
自
分
に
会
い
に
行
こ
う
！

〜
と
ち
ぎ
次
世
代
人
材
づ
く
り

２
０
１
５
〜
参
加
者
募
集

　

人
間
性
豊
か
で
地
域
の
力
に

な
る
若
者
リ
ー
ダ
ー
や
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
研
修
で

す
。

　

地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
研
修
期
間

　

７
月
12
日
㈰
〜

　

平
成
28
年
２
月
28
日
㈰

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主
催
事
業

「
海
浜
磯
釣
り
入
門
」募
集

■
期
日　

５
月
30
日
㈯
〜

31
日
㈰
１
泊
２
日

■
内
容　

大
洗
で
の
磯
釣
り
教

室
・
ス
ポ
ー
ツ
館
活
動
・
創
作
活

動
ほ
か

■
募
集
人
員

　

栃
木
県
民
一
般　

約
50
名

（
た
だ
し
、
釣
り
は
小
学
校
４

年
生
以
上
）

■
参
加
費

　

大　

人　

５
，２
０
０
円

　

高
校
生　

３
，７
０
０
円

　

中
学
生　

２
，９
０
０
円

　

小
学
生　

２
，７
０
０
円

　

３
歳
以
上
学
齢
前

　
　
　
　
　

１
，９
０
０
円

　

３
歳
未
満　

 

３
０
０
円

※
釣
り
の
仕
掛
け
・
餌
は
別
途

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

は
が
き
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
話
・
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。（
定
員
を
超
え
る

場
合
は
抽
選
）

■
締
切
り　

５
月
６
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田336-2

　

☎
０
２
９
１（
37
）４
０
０
４

　

０
２
９
１（
37
）４
０
０
８

　

kaihin-info@
tm
f.or.jp

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
会

員
募
集
中

　

中
高
生
の
た
ま
り
場
、
下
野

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

は
、
た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
！

た
く
さ
ん
の
活
動
を
と
お
し
た

仲
間
作
り
、
子
ど
も
会
の
お
手

伝
い
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
な
ど
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

ク
ラ
ブ
で
す
。

　

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
が

待
っ
て
る
よ
！

■
入
会
資
格

　

中
学
生
〜
高
校
生

■
会
費　

年
１
，０
０
０
円

※
Ｊ
Ｌ
Ｃ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
該
当
し
ま
す
。
学
校
な
ど
で

必
要
が
あ
れ
ば
「
活
動
証
明
書
」

を
発
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
☎（
52
）１
１
１
９

生涯学習情報センターまつり
2014 に参加しました

親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
養
成

研
修
を
修
了
後
は
、「
下
野
市
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム　

ひ
ば
り
」

で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
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し
も
つ
け
・
花
と
緑
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座　

受
講

生
募
集

　

趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
花
や
花
木
を
手
入
れ
す
る
方
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
い
う

方
に
ぴ
っ
た
り
の
実
践
型
の
講

座
で
す
。

　

正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
て
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
？

■
内
容
及
び
日
程

４
月
28
日
㈫

　

土
づ
く
り
と
花
植
え
の
実
践

６
月
２
日
㈫

　

 

低
木
の
刈
り
こ
み
、
花
木
の

防
虫
と
殺
虫
、
除
草
の
注
意

点
に
つ
い
て
の
実
践

９
月
８
日
㈫

　

 

球
根
の
植
え
付
け
、
中
木
の

刈
り
こ
み
に
つ
い
て
の
実
践

11
月
10
日
㈫

　

 

寒
越
え
に
向
け
た
冬
の
庭
仕

事
に
つ
い
て
の
実
践

■
時
間

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
費
用　

無
料

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

集
合
の
う
え
、
付
近
の
花
壇
等
。

◎
土
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
16
日
〜
７
月
18
日　

◎
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
名
（
先
着
順
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
応
募
期
間
・
申
込
方
法

　

４
月
16
日
㈭
〜
21
日
㈫

　
　

※
19
日
㈰
を
除
く

　
　

※
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

ご
来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
費
用

　

４
，５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、２
，５
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
よ
く
わ
か
る

ワ
ー
ド
２
０
１
０
基
礎
」

■
パ
ソ
コ
ン

　

ワ
ー
ド
２
０
１
０
の
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
持
参

で
き
な
い
方
や
該
当
の
パ
ソ
コ
ン
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
会
場
の
パ
ソ

コ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
そ
の
他

　

軍
手
、
長
靴
な
ど
作
業
し
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
作

業
用
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

■
応
募
期
間
・
申
込
方
法

　

４
月
20
日
㈪
か
ら
電
話
・
窓
口

で
受
け
付
け
（
水
・
日
曜
を
除
く
）

※
３
月
の
同
講
座
を
受
講
し
た

方
で
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、

改
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　

市
造
園
建
設
業
協
同
組
合

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
講
座（
ワ
ー
ド

２
０
１
０
基
礎
）受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
と
の
協
働
事

業
に
よ
り
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ド
２
０
１
０

を
使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い

方
・
文
字
入
力
か
ら
回
覧
文
書
の

作
成
ま
で
、
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め

た
い
方
、
基
礎
を
再
確
認
し
た

い
方
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス
及
び
日
時

　

◎
火
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
19
日
〜 

７
月
21
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ　

５
月
講
座　

受
講
生
募
集

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、持
ち
運
び
が
で
き
、

パ
ソ
コ
ン
よ
り
手
軽
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
、
ま
た
、
動
画
を

見
た
り
、
音
楽
を
聴
い
た
り
、
実

際
に
写
真
や
ビ
デ
オ
を
撮
影
・
編

集
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

楽
し
い
ア
プ
リ
の
活
用
を

学
習
し
、
情
報
化
社
会
へ
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

【
午
前
の
部
】

　

○
入
門
コ
ー
ス
（
定
員
13
名
）

【
午
後
の
部
】

　

○
活
用
コ
ー
ス
（
定
員
10
名
）

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
も
し
く
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
を
お
持
ち
の
方
優
先

■
日
時 

５
月
11
日
・
18
日
・

　

25
日
・
６
月
１
日

【
午
前
の
部
】

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
午
後
の
部
】

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
毎
週
月
曜
日　

各
４
回
）　

■
場
所

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
初
め
て
の
方
、
ま
た
は
活

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

■
受
講
料　

４
，０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

５
月
11
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

※
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法

　

４
月
20
日
㈪
午
前
９
時
〜

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
水
・
日
曜
を
除
く
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
等
の
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
に
つ
い
て
、
月

に
１
回
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

○
５
月
11
日
㈪

○
６
月
１
日
㈪

○
７
月
６
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１
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　　南河内図書館　　
■読書会
４月11日㈯　午前10時～
テキスト／角田 光代 著「幸福な遊戯」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
４月11日㈯　午前10時30分～
絵　本「10ぴきのかえる」
紙芝居「ひとりになっちゃ、だめですよ」ほか
４月25日㈯　午後２時～
絵　本「そらまめくんのベッド」
紙芝居「ほねほね げんき？」ほか
■赤ちゃんといっしょ！～ママの笑顔が一番～
育児に奮闘中のママが笑顔になれるお話しと、
絵本の紹介や読み語りを楽しみましょう。
４月16日㈭　午前10時30分～（約１時間）
講　師：大垣玉枝先生（元こばと園園長）
対　象：０歳児と保護者
定　員：15組（※要申込み）／参加無料

　　石橋図書館　　
■おはなし会　１階おはなしコーナー
４月４日㈯　午前11時～
絵本「おまたせクッキー」「おだんごぱん」
４月18日㈯　午前11時～
絵本「おおかみと七ひきのこやぎ」ほか
■ちいさなおはなし会　１階おはなしコーナー
４月20日㈪　午前10時30分～（約30分）
対　象：乳幼児と保護者
内　容：絵本の読み聞かせ、手遊びなど
■スタッフによる工作会　１階おはなしコーナー
４月５日㈰　午後２時～
内　容：イースターエッグをつくろう！
■読書会　２階視聴覚室
４月８日㈬　午前10時～
テキスト／有吉 佐和子 著「青い壺」
■こどもまつり＜石橋・国分寺共同事業＞
4月25日㈯　午前11時～
①下都賀教育事務所の講話
②アトリエびっきによるパネルシアター
午後２時～：ながやまとしこさんの腹話術
４月26日㈰　午前10時30分～
おはなし会＆イースターゲーム
午後１時～　シルバー大学マジッククラブの手品
午後２時～　スライム作り
※詳細は石橋図書館までお問い合わせください

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写しの会　２階視聴覚室
４月３日、17日㈮　午前９時30分～ 11時
定　員：各回20名（※要申込み）／参加無料
■お話ポケットの会のおはなし会
４月11日㈯　午後２時～

絵　本「じぶんだけのいろ」ほか
■読書会　２階視聴覚室
４月18日㈯　午前10時～
テキスト／林　望 著「イギリスはおいしい」
■手作りしおりコンテスト
オリジナルしおりのコンテストです。
応募期間：４月１日㈬～ 19日㈰
投票期間：４月23日㈭～５月12日㈫
表 彰 式：５月31日㈰
※優秀者には素敵なプレゼントがあります。
■こどもまつり＜石橋・国分寺共同事業＞
４月25日㈯　午前10時～午後４時
小山高等専門学校によるロボうさたん体験
午後2時～　ミニうさたん工作
定　員：各20名（※要申込み）／参加無料
４月26日㈰　午前10時～ 11時30分
ながやまとしこさんの腹話術＆おはなし冒険団
のワークショップ「紙コップ人形劇」
定　員：20名（※要申込み）／参加無料

　資料の延長・再貸出について　
【延　長】
返却期限内の資料に限り、一度だけ、申し出
から２週間の延長ができます。資料を持参し
なくても、また電話でも可能です。
【再貸出】
資料を返却し再び借りたい場合は、資料をご
持参の上、カウンターでお尋ねください。

※ 延長・再貸出ともに、新着図書、予約のあ
る資料、視聴覚資料は対象外です

ＱＲコード

利用案内
■４月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
夢をまことに（国） … 山本　兼一
　 江戸時代後期、役に立つ様 な々道具を発明・
考案した国友一貫斎の「夢をまことに」するた
めの奮闘記。
火星に住むつもりかい？（国） … 伊坂幸太郎
ほんとうに70代は面白い（南） … 桐島　洋子
世界で最初の音（南） … 白川　道　
闇から届く命（石） … 藤岡　陽子
ブラックオアホワイト（石） … 浅田　次郎
＜児童書＞
クモの巣図鑑（国） … 新海　明
のりもの日本一周！（国） … 小賀野　実
あなぐまアパート（南） … あんびるやすこ
進化する船のしくみ（南） … 鈴木　和夫
あ、はるだね（石） … ジュリー・フォリアーノ
夢の名作レシピ（1～ 3巻）（石） … 星谷　菜々
※ 掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です

Library Inform
ation
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読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

平成26年度 下野市貸出ベスト！

　平成26年度に下野市内３図書館で
貸出回数の多かった本を紹介します。
一般書は、昨年同様ミステリーが人気
のようです。児童書は、昨年はかいけ
つゾロリシリーズが半分を占めていまし
たが、今年はサバイバルシリーズ
が大人気でした。
　上半期ベスト（昨年11月号掲
載）と重複する作品も多いので、
内容紹介は順位に関係なくピック
アップして紹介します。

一般書６位

豆の上で眠る

湊 かなえ 著
新潮社

児童書10位

かいけつゾロ
リのだ・だ・だ・
だいぼうけん
（後編）
原　ゆたか 作
ポプラ社

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

13 年前に起こった姉の失踪事件。大学生
になった今でも妹の心には「違和感」が残
り続けていた。湊かなえも計３作品がラン
クインする人気作家である。

（南）（石）（国）

ゾロリたちが宝探しにやってきた町では謎
の病気が大流行していた。秘密の薬を作る
ため、ゾロリたちの大冒険が始まる。

（南）（石）（国）

一般書７位

ロスジェネの
逆襲

池井戸 潤 著
ダイヤモンド社

「やられたらやり返す、倍返しだ！』の名
台詞が話題となった半沢直樹シリーズ第３
弾。ドラマにはまったけれど原作は読んで
いないという方はこの機会にぜひ！

（南）（石）（国）

児童書６位

かえってきた
まほうのじど
うはんばいき

やまだともこ 作
金の星社

ボタンと受取り口はあるけど、商品の見本
もお金を入れるところもないふしぎな自動
販売機。おそるおそるボタンを押してみる
と…。

（南）（石）（国）

祈りの幕が下りる時

東野圭吾 著
講談社

自然史ミュージアム
のサバイバル　１
ゴムドリ co．文
朝日新聞出版

大人気・加賀恭一郎シリーズ。極限ま
で追いつめられたとき人は何を思うの
か。数々の人生が絡み合う謎に、捜査
は混迷を極めるが…。東野圭吾作品は
本作を含め３作がランクイン。

（南）（石）（国）

友だち三人と自然史博物館に行くこと
になった主人公。実物大の恐竜を見学
中に誤って隕石を落としてしまい、な
んと恐竜が生き返ってしまう !? 第７位
に同作の２もランクイン。

（南）（石）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

〈一般書〉貸出ベスト10
１．「ペテロの葬列」 宮部みゆき 著

２．「夢幻花」 東野　圭吾 著

３．「祈りの幕が下りる時」 東野　圭吾 著

４．「望　郷」 湊　かなえ 著

５．「海賊とよばれた男（上）」 百田　尚樹 著

６．「豆の上で眠る」 湊　かなえ 著

７．「ロスジェネの逆襲」 池井戸　潤 著

８．「白ゆき姫殺人事件」 湊　かなえ 著

９．「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 東野　圭吾 著

10．「村上海賊の娘（上）」 和田　  竜   著

〈児童書〉貸出ベスト10
１．「自然史ミュージアムのサバイバル １」

 ゴムドリ co. 著

２．「極寒のサバイバル」 洪　在徹 著

３．「ロボット世界のサバイバル」 金　政郁 著

４．「地震のサバイバル」 洪　在徹 著

５．「かいけつゾロリのてんごくとじごく」

 原 ゆたか 著

６．「かえってきたまほうのじどうはんばいき」

 やまだともこ 著

７．「自然史ミュージアムのサバイバル ２」

 ゴムドリ co. 著

８．「アナと雪の女王」 サラ・ネイサン 著

９．「まよなかのたんじょうかい」 西本 鶏介 著

10． 「かいけつゾロリのだ・だ・だ・だいぼう

けん！（後編）」 原 ゆたか 著

一般書３位 児童書１位

寺】
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栃
木
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
は
、
昭
和

六
一
年
度
の
開
館
か
ら
二
九
年
間
、
な
す
風
土
記
の
丘

資
料
館
と
と
も
に
、
県
内
の
歴
史
を
学
ぶ
施
設
と
し
て
、

運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
四
月
か
ら
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

は
那
珂
川
町
に
、
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
は
当

市
に
移
管
と
な
り
ま
し
た
。（
湯
津
上
館
は
、
平
成
二
四

年
四
月
、
大
田
原
市
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。）

こ
れ
ら
の
資
料
館
が
設
立
さ
れ
た
背
景
は
、
昭
和
四
一

年
ま
で
遡
り
、
こ
の
時
、
文
化
財
審
議
会
（
現
在
の
文

化
庁
文
化
財
部
）
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
「
風
土
記
の
丘

構
想
」
が
、
そ
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
構
想
が
策
定
さ
れ
た
昭
和
四
〇
年
代
後
半
は
、
急

速
な
高
度
経
済
成
長
と
国
土
開
発
に
よ
り
、
自
然
や
史
跡
、

歴
史
的
景
観
に
ま
で
破
壊
が
及
ぶ
よ
う
な
危
機
感
が
高

ま
っ
た
時
代
で
し
た
。
そ
の
た
め
、「
各
地
域
の
歴
史
的
・

風
土
的
特
性
を
あ
ら
わ
す
古
墳
・
城
跡
な
ど
多
く
の
遺

跡
等
が
残
る
地
域
に
対
し
て
広
域
的
な
保
存
と
環
境
整

備
を
図
り
、
地
域
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
料
を
展
示
収
蔵
し
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
と
資
料
等
の
保
存
と
普
及
活
動
を
お
こ

な
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
一
〇
数
か
所
に
資
料

館
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
が
設
置
さ
れ
た
当
時

は
、
国
史
跡
下
野
国
府
跡
（
栃
木
市
）
や
当
市
の
国
史

跡
下
野
薬
師
寺
跡
・
下
野
国
分
寺
跡
も
史
跡
整
備
が
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
琵
琶
塚
古
墳
（
小
山
市
）
の
調
査
も

未
着
手
で
、
各
史
跡
を
案
内
す
る
た
め
の
解
説
板
で
さ

え
未
整
備
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
国
・
県
指
定
史
跡
が
数
多
く

残
る
こ
の
地
域
を
包
括
的
に
保
存
し
、
文
化
財
の
普
及

活
動
を
行
う
た
め
、
県
に
よ
り
資
料
館
が
設
置
さ
れ
た

わ
け
で
す
。

そ
の
後
、
栃
木
市
（
下
野
国
庁
資
料
館
）・
壬
生
町
（
歴

史
民
俗
資
料
館
）、
宇
都
宮
市
（
飛と
び
や
ま
じ
ょ
う

山
城
体
験
館
）、
ま

た
当
市
（
薬
師
寺
歴
史
館
）
な
ど
の
各
自
治
体
に
よ
り
、

史
跡
の
調
査
や
整
備
、
公
開
展
示
施
設
の
設
置
な
ど
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
移
管
に
伴
い
、
県
内
の
広
域
的
な
埋
蔵
文
化
財

に
関
す
る
情
報
や
出
土
資
料
の
公
開
・
展
示
に
つ
い
て
は
、

風
土
記
の
丘
資
料
館
南
側
に
所
在
す
る
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
資
料
館
は
、
さ
ら
に
地
域
密
着
型
の
施

設
と
し
て
、
下
野
国
分
寺
跡
や
尼
寺
跡
、
甲
塚
古
墳
を

は
じ
め
と
し
た
古
墳
や
埴
輪
な
ど
に
関
す
る
展
示
や
体

験
学
習
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
活
用
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

近
年
、
古
墳
や
古
代
寺
院
・
官か
ん
が衙

が
多
く
残
る
こ
の

地
域
は
、「
東
の
飛
鳥
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

自
治
体
の
枠
を
超
え
た
協
力
体
制
が
で
き
あ
が
り
、
市
民

を
は
じ
め
近
隣
市
町
の
皆
さ
ま
に
も
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
様
々
な
か
た
ち
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
後
、
市
内
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
小
学
生
が
古
墳

や
国
分
寺
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
時
、
関
西
に
も
引

け
を
取
ら
な
い
立
派
な
古
墳
や
古
代
の
寺
院
が
こ
こ
に

も
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
設
の
活
用
を
下
野
市
は
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
所
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

19
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

グリムの館ゴールデンウィークイベント…P40

第36回天平の花まつり…P41

消防団協力事業所表示制度を導入しました…P43

4月から生活困窮者の支援制度が始まります…P45

市役所電話番号の変更について…P46

月 火 水 木 金 土 日
4/1 2 3 4 5

まおくん

アコーディオ
ン「歌声」
（4・40）

トレーニング講習会
（4・14）

6 7 8 9 10 11 12
パソコン基本
操作相談
（3・33）

司法書士無料
法律相談会
（4・52）

アコーディオ
ン「歌声」
（4・40）
レディース&
シニアゴルフ
大会（3・27）

ドイツ大学教
育シンポジウ
ム（4・56）

しもつけジュニアオーケ
ストラ体験レッスン（全
10回）（3・47）
狂犬病予防集合注射・飼犬
の新規登録（4・27）
JICAﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ説明会
（4・48）

栃木県議会議員選挙投票
日（4・42）
手裏剣戦隊ニンニン
ジャーショー（4・41）
橋本太々神楽（4・42）

13 14 15 16 17 18 19

ようちゃん

絵手紙講座
（3・33）

フレッシュマ
マ・パパ教室①
（4・17）

行政書士無料
専門相談会
（4・52）

安倍里葎子歌
謡ショー
（4・41）
つくし出前サ
ロン（4・11）

とちおとめ25ショー
（4・41）

花まつりカラオケ大会
（4・41）
社会人ゴルフ大会（3・27）
自治医大とちぎ子ども医
療センターボランティア
説明会（4・47）
カラスに関する講演会
（4・46）

20 21 22 23 24 25 26

ゆいか

絵手紙講座
（3・33）

はなちゃん

ヘルスチャレ
ンジャー21
（4・18）

児童館こどもまつり（4・40）
雷様剣士ダイジサイン会・
握手会・瓜田瑠梨ちゃん紹
介（4・41）
あすか美生歌謡ショー（4・
41）

永井塁ものまね・漫談&漫
才（4・41）
ゴルフ協会コースレッス
ン会（4・31）

27 28 29 30 5/1 2 3

あーちゃん

絵手紙講座
（3・33）
花と緑のボラ
ンティア講座
（4・35）

AiSONIQ
ショー（4・41）

アコーディオ
ン「歌声」
（4・40）

4 5 6 7 8 9 10
トレーニング
講習会
（4・14）

ひな

ゴルフ協会
コースレッスン
会（4・31）

月山トレッキン
グ（4・33）

りんちゃん まおちゃん

11 12 13 14 15 16 17
iPad講座
（4・35）
パソコン基本
操作相談
（4・35）

こころの健康相
談（4・17）

腕試しゴルフ会
（4・31）

みるく出前サ
ロン（4・11）

田植え体験（4・42）

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

４月誕生日のみんな！
おめでとう

栃木県議会議員選挙期日前投票期間（4・42）
市民課窓口の土日開庁（3・14）

狂犬病予防集合注射・飼犬の新規登録（4・27）

グリムの館ゴールデンウィークイベント（4・40）

栃木県議会議員選挙期日前投票期間（4・42）
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イ
ベ
ン
ト

市
制
施
行
10
周
年
記
念

事
業
児
童
館「
こ
ど
も

ま
つ
り
」開
催
の
ご
案
内

4/25

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
児
童
館
５
館
合
同
で
「
こ

ど
も
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

様
々
な
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）・
小
学
生

対
象
の
お
ま
つ
り
で
す
。

申
し
込
み
不
要
で
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館

■
内
容

　

・
大
道
芸
人
に
よ
る

　
　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

・
遊
び
の
広
場　

　

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

・
お
や
つ
の
広
場

　

☆
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

グ
リ
ム
の
館

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト

5/2～3

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
劇
場

「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ 

誕
生
の
秘
密
だ

ニ
ャ
ン
」

親
子
で
楽
し
め
る
映
画
を
上
映

し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
２
日
㈯

①
午
前
10
時
〜

②
午
後
０
時
30
分
〜

③
午
後
３
時
〜

■
場
所

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
０
０
円

■
そ
の
他

入
場
券
は
、
座
席
を
使
用
す
る

１
人
１
枚
必
要
で
す
。
券
は
、
１

人
４
枚
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

４
月
４
日
よ
り
グ
リ
ム
の
館
で

前
売
券
を
販
売
し
ま
す
。

○
移
動
動
物
園

宇
都
宮
動
物
園
か
ら
、
ウ
サ
ギ

な
ど
の
小
動
物
と
触
れ
合
え
る
移

動
動
物
園
と
、
か
わ
い
い
ワ
ン
ワ

ン
シ
ョ
ー
が
や
っ
て
き
ま
す
。

■
日
時

５
月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
参
加
料　

無
料

○
親
子
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
楽
し
も
う

ダ
ー
ツ
や
輪
投
げ
、
宝
探
し
な

ど
、
親
子
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

も
う
！

■
日
時　

５
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
参
加
料　

無
料

■
協
力

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

○
か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
音
楽
隊
コ
ン

サ
ー
ト

歌
あ
り
、
楽
器
演
奏
あ
り
、
手

遊
び
＆
ふ
れ
あ
い
遊
び
あ
り
。
大

人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時　

５
月
４
日
（
月
・
祝
）

午
後
２
時
開
演

■
場
所

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
出
演　

か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
音
楽

隊
（
う
た
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

■
入
場
料　

無
料
で
す
が
、
4
月

4
日
よ
り
グ
リ
ム
の
館
で
配
付
す

る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他

　

整
理
券
は
、
座
席
を
使
用
す
る

１
人
１
枚
必
要
で
す
。
券
は
、
１

人
に
４
枚
ま
で
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

4/9他
大
き
な
声
で
楽
し
く
歌
い
ま
し

ょ
う
！

■
日
程
・
場
所

石
橋
公
民
館

　

４
月
９
日
㈭　

第
５
回

　

 

原
則
、
偶
数
月
の
第
２
木
曜

日
に
開
催
（
次
回
は
６
月
）

南
河
内
公
民
館

　

４
月
３
日
㈮
・
５
月
１
日
㈮

　

 

原
則
、
毎
月
第
１
金
曜
日
に

開
催

■
２
会
場
共
通
事
項

時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

参
加
費
：
５
０
０
円
（
歌
集
貸

出
・
申
し
込
み
不
要
）

講
師
：
三
好　

創は
じ
め

■
問
い
合
わ
せ
先

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

代
表　

佐
藤

☎（
48
）１
６
６
３

1

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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田
植
え・稲
刈
り

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

5/16
農
業
公
社
で
は
、
生
産
者
と
消

費
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

「
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
」
ま
で
体

験
し
て
い
た
だ
く
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
稲
刈
り
終
了
後

新
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
田
植
え
の
日
時

　

５
月
16
日
㈯

　

 

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

午
前
10
時
〜
正
午
（
予
定
）

■
会
場

　

市
民
農
園
東
水
田
圃
場

■
申
込
方
法

　

電
話
で
農
業
公
社
ま
で

■
申
込
締
切

　

５
月
８
日
㈮

　

40
組
に
な
り
次
第
締
切
り

■
参
加
料

（
一
組
）
１
，0
0
0
円

体
験
終
了
後
、
昼
食
あ
り
ま
す
。

■
集
合
場
所
・
時
間

　

農
園
駐
車
場
・
午
前
９
時
50
分

ま
で

■
服
装

　

田
植
え
が
で
き
る
軽
装

■
稲
刈
り
の
日
程

　

９
月
中
旬（
日
時
決
定
後
通
知
）

※ 
詳
細
は
、
農
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
農
業
公
社

　

☎（
48
）２
１
１
７

橋
本
神
社
太だ
い
だ
い々

神か
ぐ
ら楽

4/12
橋
本
神
社
春
の
大
祭
で
太
々
神

楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

こ
の
神
楽
は
２
３
０
年
間
舞
い

継
が
れ
て
お
り
、
下
野
市
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
の
岩
戸
神
話
を
中
心
と
し
た

舞
に
恵
比
寿
、
白
狐
、
大
黒
の
舞

等
13
の
舞
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。舞

と
舞
の
間
や
恵
比
寿
、
白
狐

の
舞
で
は
お
菓
子
、
餅
等
が
ま
か

れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
12
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
頃

■
会
場　

橋
本
神
社

■
問
い
合
わ
せ
先

　

橋
本
神
社
太
々
神
楽
保
存
会

　

安
達
眞
二
☎（
53
）７
９
２
８

お
知
ら
せ

通
古
山（
一
部
区
域
）の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

橋
本
英
男
氏

３
月
１
日
を
も
っ
て
石
橋
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
の
通
古

山
（
一
部
区
域
）
の
担
当
と

し
て
、
橋
本
英
男
氏
（
☎（
53
）

５
８
９
４
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
地
域
に
お

け
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

４
月
12
日
㈰
は

県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す

■
投
票
日

４
月
12
日
㈰

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

■
投
票
所

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た

投
票
所
へ
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。（
各
投

票
所
の
案
内
地
図
等
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。）

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
（
４
月
12
日
）
に

予
定
が
あ
り
、
投
票
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

４
月
４
日
㈯
〜
11
日
㈯
の
毎
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◆
期
日
前
投
票
所

・
国
分
寺
公
民
館

・ 

石
橋
庁
舎
（
駐
車
場
内
プ
レ
ハ

ブ
室
）

・
南
河
内
公
民
館

※ 

期
日
前
投
票
は
、
右
記
の
3
施

設
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す

が
、
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
開
票

４
月
12
日
㈰
午
後
８
時
50
分
か

ら
、
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
下
野
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

参
観
は
自
由
で
す
。

ま
た
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
40
）５
５
６
２

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

姿
川

国
道
４
号

自
治
医
大
駅

自治医大

駐
車
場

橋
本
神
社

至
宇
都
宮

至
小
山
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消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
導
入
し
ま
し
た

４
月
１
日
よ
り
、
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。

■ 

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

と
は

事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
事
業
所
に
よ

る
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
を
促
進

し
、
消
防
団
員
の
更
な
る
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
消

防
団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
定

し
た
事
業
所
に
、
表
示
証
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。

「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し

て
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
は
表
示

証
が
交
付
さ
れ
、
取
得
し
た
表
示

証
を
社
屋
に
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
表
示
証
の
マ
ー

ク
を
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

使
用
で
き
、
消
防
団
協
力
事
業
所

と
し
て
広
く
公
表
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
認
定
基
準

消
防
関
係
法
令
上
の
違
反
が
な

く
、
か
つ
、
次
の
基
準
の
い
ず
れ

か
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
事
業
主
ま
た
は
従
業
員
が
消
防

団
員
と
し
て
２
名
以
上
在
籍
し
、

消
防
団
員
の
任
務
遂
行
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

事
業
所
等

・
５
年
以
上
に
わ
た
り
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
事
業
主
ま
た
は
従
業

員
で
、
消
防
団
員
と
し
て
の
勤
続

年
数
が
10
年
以
上
で
あ
る
者
が
在

籍
し
、
消
防
団
員
の
任
務
遂
行
に

積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
事
業
所
等

・
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
、
賃
金
や
昇
進
、
昇
級
等
で
不

利
に
扱
わ
な
い
等
、
積
極
的
に
配

慮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

所
等

・
災
害
時
等
に
事
業
所
等
の
資
機

材
等
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど

協
力
し
て
い
る
事
業
所
等

・
そ
の
他
消
防
団
の
活
動
に
協
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
寄
与
し

て
い
る
な
ど
、
市
長
が
特
に
優
良

と
認
め
る
事
業
所
等

■
添
付
書
類

　

① 
会
社
案
内
そ
の
他
事
業
所
等

の
事
業
内
容
が
わ
か
る
書
類

　

② 

協
力
内
容
が
具
体
的
に
わ
か

る
書
類

　

③ 

そ
の
他
審
査
に
必
要
な
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
課

☎（
40
）５
５
５
５

優
良
運
転
者
表
彰

受
付
の
お
知
ら
せ

　

優
良
運
転
者
の
定
期
表
彰
を
行

い
ま
す
の
で
、
次
の
基
準
を
満
た

し
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
安
全

安
心
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
条
件

① 

別
表
の
免
許
取
得
期
間
内
に
自

動
車
（
原
付
・
小
特
・
二
輪
免

許
を
含
む
）
の
運
転
免
許
を
取

得
し
た
方

② 

過
去
２
年
以
内
（
平
成
25
年
４

月
１
日
以
降
）
に
交
通
関
係

法
令
違
反
の
な
い
方
（
た
だ
し
、

３
点
以
下
の
軽
微
な
違
反
１

回
は
除
く
）

③ 

過
去
に
交
通
安
全
功
労
者
ま
た

は
優
良
運
転
者
と
し
て
緑
十

字
銅
章
以
上
の
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

④
下
野
市
民

■
申
込
期
限

　

４
月
24
日
㈮

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
運
転
免
許
証

③ 

運
転
記
録
証
明
書
交
付
代

６
３
０
円
（
つ
り
銭
の
な
い
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。）

※ 

証
明
書
交
付
代
は
、
返
却
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

表
彰
該
当
者
に
つ
き
ま
し
て
は

11
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

　

安
全
安
心
課
☎（
40
）５
５
５
５

表示証

3

■表彰区分・対象者（運転期間が表彰区分に該当していれば対象になります。）
表彰区分 免許取得期間（以下の期間に取得した方）

栃木県警察本部
長・栃木県交通
安全協会長表彰

20年表彰 平成６年４月１日から平成７年３月31日
30年表彰 昭和59年４月１日から昭和60年３月31日
40年表彰 昭和50年３月31日以前

下野警察署長・
下野地区交通安
全協会長表彰

５年表彰 平成21年４月１日から平成22年３月31日
10年表彰 平成16年４月１日から平成17年３月31日
15年表彰 平成11年４月１日から平成12年３月31日

※ 普通・二輪・原付・小特など現在お持ちの免許でもっとも古いものの取得日が起点になります。
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５
月
か
ら

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　

市
民
課
で
日
曜
窓
口
を
開
始
し
ま
す

平
成
27
年
５
月
か
ら
、
毎
月
第

２
日
曜
日
の
午
前
中
に
、
国
分
寺

庁
舎
の
市
民
課
で
次
の
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
実
施
日

　

毎
月
第
２
日
曜
日

　

５
月
は
10
日
㈰
に
な
り
ま
す
。

■
実
施
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

■
実
施
窓
口

　

市
民
課
国
分
寺
窓
口
（
石
橋
窓

口
・
南
河
内
窓
口
は
実
施
し
ま
せ

ん
。）

■
そ
の
他

　

一
部
確
認
が
必
要
と
な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
で
き
な

い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
分
寺
窓
口

　

☎（
40
）5
5
5
7

出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産

届
・
婚
姻
届
・
離
婚
届
を

さ
れ
る
方
に
お
願
い

■
平
成
27
年
度
は
国
勢
調
査
の
年

で
す厚

生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の

各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡

の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す

が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に

は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願

い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業

の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

本
年
度
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る

方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
調
査
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

平
成
28
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
７

新
生
活
を
始
め
た
方
、

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
次
に
該
当
し
て
い
る

方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
進
学
の
た
め
転
出
し
た
方

　

進
学
の
た
め
下
野
市
か
ら
転
出

し
た
学
生
の
方
は
、
学
生
用
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
在
学
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
証

■
学
生
用
保
険
証
を
持
ち
、
卒
業

し
た
方

　

卒
業
予
定
の
方
の
世
帯
主
宛
に

手
続
き
の
案
内
文
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
案
内
文
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
就
職
し
た
方

　

就
職
に
よ
り
勤
務
先
の
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
の
脱
退
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

国
民
健
康
保
険
証

■
離
職
や
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方

　

社
会
保
険
で
な
く
な
っ
た
方
は

国
民
健
康
保
険
の
加
入
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
社
会
保
険
の
任
意
継
続

を
さ
れ
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
ま

た
は
離
職
票
、
印
鑑

■
手
続
き
先

　

市
民
課
窓
口
（
南
河
内
・
石
橋
・

国
分
寺
）
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎
（
40
）
5
5
5
6

平
成
27
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の

健
康
保
険
料
率
は
据
え
置
き
で
す

が
、
介
護
保
険
料
率
が
平
成
27
年

５
月
納
付
分
よ
り
現
行
の
1
・
72

％
か
ら
1
・
58
％
へ
引
き
下
げ
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は

http://w
w
w
.

kyoukaikenpo.or.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

　
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

☎
0
2
8（
6
1
6
）1
6
9
1

くらしの情報

日曜窓口で
　　できる手続き

◆ 住民票の写しの発行

◆ 戸籍謄本・抄本の発行

◆ 印鑑証明書の発行

◆ 印鑑登録・廃止の受付

◆ 市民カード暗証番号の変更

※発行できる証明書は、現在のものとなります。
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くらしの情報

４
月
か
ら
生
活
困
窮

者
の
支
援
制
度
が
始

ま
り
ま
す

○
自
立
相
談
支
援
事
業

失
業
し
て
職
が
な
い
、
病
気
が

ち
で
働
け
な
い
等
、
生
活
に
不
安

を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
方
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
支
援
内
容

就
労
支
援
・
債
務
相
談
・
自
立

に
向
け
た
各
種
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）1
2
3
6

下
野
市
役
所
社
会
福
祉
課

（
石
橋
庁
舎
）

☎（
52
）1
1
1
2

○
住
宅
確
保
給
付
金

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
方
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
が
あ
る

方
に
は
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を

す
る
こ
と
を
条
件
に
一
定
期
間
家

賃
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
で
は
、
中
学
生
に
学
習
を
教

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格

・
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
員
免
許
を
有
す
る
方
、
塾
講

師
経
験
者

・
支
援
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
欲
の
あ
る
市
民
の
方

・
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
年
生
大
学
・
短
大
の
在
学
生

■
開
始
時
期　

６
月
か
ら

■
時
間

・ 
毎
週
土
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

・
夏
季
・
冬
季
期
間
に
数
日

■
応
募
方
法

社
会
福
祉
課
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。「
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
申
請
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
2

ご
存
知
で
す
か
？

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

制
度

４
月
１
日
㈬
か
ら
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
、
土
地
及
び
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

○
例
え
ば
こ
ん
な
方

・ 

自
分
の
固
定
資
産
税
が
い
く
ら

に
な
る
の
か
心
配
で
…

・ 

自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較

し
て
、
適
正
で
あ
る
か
確
認

し
た
い
…

・ 

土
地
や
家
を
借
り
て
い
る
が
、

そ
の
評
価
額
や
税
額
が
い
く

ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
知
り

た
い
…

・ 
今
年
に
な
っ
て
か
ら
土
地
を
取

得
し
た
が
、
そ
の
土
地
が
ど

の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
い

る
の
か
知
り
た
い
…

○
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

自
己
の
資
産
の
価
格
、
課
税
標

準
額
、
税
額
、
評
価
方
法
等
、
ま

た
、
借
地
人
・
借
家
人
等
の
借
り

て
い
る
土
地
・
家
屋
の
確
認
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

■
期
間

通
年
（
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年

末
年
始
の
休
日
を
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分■
対
象
者

①
固
定
資
産
の
所
有
者

②
土
地
を
借
り
て
い
る
人

③
家
屋
を
借
り
て
い
る
人

④ 

固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権

利
を
有
す
る
一
定
の
人

■
必
要
な
も
の

・ 

納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
等
、
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

・ 

対
象
者
の
①
〜
④
に
該
当
す
る

人
は
、
そ
れ
ら
を
確
認
で
き

る
も
の
。
（
賃
貸
借
契
約
書

等
）

代
理
人
の
方
は
さ
ら
に
委
任
状

が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

写
し
１
枚
に
つ
き

３
０
０
円
（
た
だ
し
、
縦
覧
期
間

中
は
無
料
。）

○
縦
覧
さ
れ
る
方

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
と
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

を
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

■
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月
１
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分■
対
象
者　

納
税
者
の
方

■
必
要
な
も
の　

納
税
通
知
書
ま

た
は
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

等
、
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

代
理
人
の
方
は
さ
ら
に
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
手
数
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
訴
訟
に

関
す
る
検
証
委
員
会
報
告
書
を
公

表
し
ま
す
。

左
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

 
http://w

w
w
.city.oyam

a.
tochigi.jp/kouiki/soum

uka/
kekka.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

☎（
22
）２
８
０
９

4
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り
災
証
明
書
の

新
規
発
行
再
開
に
つ
い
て

３
月
２
日
か
ら
、
復
興
庁
「
住

ま
い
の
復
興
給
付
金
」
申
請
等
に

必
要
と
な
る
「
り
災
証
明
書
」
の

新
規
発
行
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
必
要
書
類
等

・
り
災
証
明
書
交
付
申
請
書

・
り
災
状
況
の
分
か
る
写
真

・
認
印

な
お
、
平
成
26
年
５
月
30
日
以

前
に
交
付
申
請
し
た
、
り
災
証
明

書
の
再
発
行
に
つ
い
て
も
、
従
来

ど
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
課

☎（
40
）５
５
５
５

道
路
に
樹
木
が
張
り
出

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

敷
地
か
ら
道
路
上
に
樹
木
の
枝

が
伸
び
て
、
車
道
や
歩
道
を
覆
っ

て
い
る
光
景
が
よ
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
道
路
上
に
伸
び
た
枝
は
、

車
の
運
転
者
や
歩
行
者
の
視
界
を

さ
え
ぎ
り
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
倒
木
な
ど
に
よ
っ
て
、

思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
、
地
主
が
管

理
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

伸
び
す
ぎ
た
枝
は
せ
ん
定
す
る

な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

☎（
48
）２
１
１
３

市
役
所
電
話
番
号
の

変
更
に
つ
い
て

組
織
改
編
に
と
も
な
い
次
の
よ

う
に
変
更
し
ま
す
の
で
、
お
か
け

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
人
事
課
☎（
40
）５
５
５
１

農
作
業
に
伴
う
道
路
の

泥
汚
れ
防
止
に
つ
い
て

ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
の
農
作
業
の

際
、
田
や
畑
か
ら
道
路
へ
出
る
前

に
は
、
必
ず
泥
を
落
と
し
て
か
ら

走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

舗
装
道
路
が
泥
な
ど
で
汚
れ
て

い
る
と
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
原

因
に
な
り
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

や
む
を
得
ず
道
路
を
汚
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
清
掃
す
る
な
ど

道
路
利
用
者
が
安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

カ
ラ
ス（
烏
、鴉
、慈
鳥
）

に
関
す
る
講
演
会
の
お

知
ら
せ

下
野
市
自
然
に
親
し
む
会
で
は
、

年
次
総
会
に
お
け
る
基
調
講
演
を

一
般
の
方
に
も
公
開
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
講
師　

宇
都
宮
大
学
農
学
部
長

杉
田
昭
栄
教
授

■
演
題　

「
カ
ラ
ス
の
行
動
、
お

も
し
ろ
ア
ラ
カ
ル
ト
」

■
会
場　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
研
修
室

■
参
加
費　

2
0
0
円（
資
料
代
）

杉
田
先
生
に
は
、
カ
ラ
ス
が
な

ぜ
あ
の
よ
う
に
賢
い
の
か
、
い
た

ず
ら
好
き
な
の
か
と
い
っ
た
、
愛

す
べ
き
側
面
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
き
っ
と
今
ま

で
に
無
い
お
も
し
ろ
い
講
演
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

講
演
会
終
了
後
は
、
ジ
ャ
コ
ウ

ア
ゲ
ハ
の
研
究
発
表
と
、
下
野
市

自
然
に
親
し
む
会
の
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
会
ご
希
望
の
方
も
引

続
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
自
然

環
境
部
会

下
野
市
自
然
に
親
し
む
会

☎（
40
）５
５
５
９

くらしの情報

消防署からの大切なお知らせ
住宅用火災警報器の設置が義務化されたこと
をご存知ですか？

石橋地区消防組合火災予防条例で、平成21年６
月１日から火災による逃げ遅れ者を減らすために
住宅用火災警報器の設置が義務化となりました。
住宅用火災警報器は、火災の際に発生する煙や

熱を感知し、ブザー音や音声により、いち早く火災
の発生を知らせてくれる機器です。
お近くのホームセンターや電器店等で気軽に購
入でき、天井や壁に取り付けることができますので
早急に設置をお願いいたします。
また、設置の義務化により悪質な訪問販売が多

発しています。消防署・市役所の職員が住宅用火
災警報器を販売または業者に販売の委託をする
ことは絶対にありません。設置報告や点検義務も
ありませんのでご注意ください。
■問い合わせ先
　石橋地区消防組合消防本部  予防課  査察係
　☎（53）６１６６

新 旧
市民協働推進課 ☎（40）5585 新　　　設
総務人事課 ☎（40）5551 総　務　課
契約検査課 ☎（40）5553 管　財　課
安全安心課 ☎（40）5555 生活安全課
生涯学習文化課
 ☎（52）1119・☎（52）1120

生涯学習課
文　化　課

5
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

自
治
医
大
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動　

説
明
会
開
催

子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
い
た

だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

① 

外
来
者
の
案
内
、
病
棟
行
事
の

お
手
伝
い
、
学
習
補
助
な
ど

（
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

② 

病
院
の
草
木
の
手
入
れ
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
（
花
咲Jii

）

③ 

入
院
患
者
の
家
族
の
滞
在
施
設

の
運
営
補
助
（
ド
ナ
ル
ド
・
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
と
ち

ぎ
）

■
説
明
会

４
月
19
日
㈰

　

・
午
前
10
時
〜

　

・
午
後
１
時
30
分
〜

会
場
：
自
治
医
大
と
ち
ぎ
子
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
４
階
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

①
②
同
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室　

鈴
木
☎（
58
）７
８
１
５

③
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

斎
藤
☎（
58
）７
５
５
１

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の

提
出
は
４
月
30
日
ま
で

家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委
託

し
て
い
る
事
業
主
は
、
家
内
労
働

法
に
よ
る
「
委
託
者
」
に
な
り
ま

す
の
で
、「
委
託
状
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

用
紙
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
30

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

悪
質
な
投
資
勧
誘
に

ご
注
意
!!

高
齢
者
を
中
心
に
、
悪
質
な
業

者
に
よ
る
未
公
開
株
や
社
債
、
フ

ァ
ン
ド
な
ど
の
詐
欺
的
な
投
資
勧

誘
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
お

か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
関
東
財
務
局　

証
券
監

督
第
１
課
（
無
登
録
業
者
担
当
）

☎
0
4
8（
6
1
3
）3
9
5
2

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

お
引
受
け
し
て
い
ま
す

■
仕
事
を
依
頼
し
て
い
た
だ
く
に

あ
た
っ
て

・
公
共
的
、
公
益
的
な
団
体
で
す

の
で
、
収
益
を
目
的
に
し
て
い
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
仕
事
を
お
任
せ

い
た
だ
け
ま
す
。

・
下
図
の
よ
う
な
仕
事
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の

安
全
に
配
慮
し
て
、
危
険
・
有
害

な
仕
事
は
お
請
け
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
仕
事
の
ご
依
頼
方
法

・
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
等
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
希
望
に
よ
り
お
見

積
も
り
も
随
時
受
付
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
仕
事
に
ふ
さ

わ
し
い
会
員
を
選
び
、
会
員
の
了

承
の
元
で
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

・
仕
事
終
了
後
、
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人　

下
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

下
野
市
三
王
山
６
９
８

－

５

☎（
47
）１
１
２
４

（
47
）３
２
７
０

くらしの情報

お役に立ちます！お役に立ちます！ お気軽にご相談ください。
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募　

集

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
活
動
内
容

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
の

運
営
に
必
要
な
企
画
及
び
実
施
等

■
委
員
構
成

市
文
化
協
会
や
関
係
機
関
・
団

体
、
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成
。

■
任
期　

平
成
28
年
３
月
末
ま
で

■
報
酬
等

報
酬
、
旅
費
等
支
給
無

■
応
募
資
格

① 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
方

② 

文
化
芸
術
活
動
や
ま
ち
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
に
つ

い
て
、
実
績
経
験
の
あ
る
方

■
募
集
人
員　

３
名
程
度

■
応
募
方
法

生
涯
学
習
文
化
課
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
課
へ
提
出
（
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
可
）

■
申
込
期
限　

５
月
１
日
㈮

■
選
考

書
類
審
査
で
決
定
し
、
結
果
は

本
人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

－

0
5
9
4

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

（
下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
２
階
）

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
文
化
課

☎（
52
）１
１
２
０

地
元
の
食
材
を
加
工
し
て

販
売
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

南
河
内
農
産
物
加
工
組
合
で
は
、

地
元
食
材
を
利
用
し
た
加
工
品
の

販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
参

加
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
採
用
要
件

・
自
動
車
普
通
免
許
を
お
持
ち
の

方
（
配
達
業
務
が
あ
り
ま
す
）

・
年
齢
65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

・
明
る
く
健
康
な
方

■
問
い
合
わ
せ
先

○
南
河
内
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

代
表　

横
島
真
澄

☎（
48
）２
５
１
１

※ 

午
前
９
時
ま
で
に
お
電
話
く
だ

さ
い

○
下
野
市
農
政
課
（
事
務
局
）

☎（
48
）２
１
４
３

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士
：
時
給
１
，０
５
０
円

・
保
健
師
：
時
給
１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム（
７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
））

②
短
時
間
勤
務
（
４
時
間
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

－

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

「
緑
の
募
金
」緑
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
助
成
事
業
参

加
者
の
募
集
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
と
ち
ぎ
環
境
・

み
ど
り
推
進
機
構
主
催
「
緑
の
募

金
」
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助

成
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

地
域
住
民
５
名
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
継
続
性
の
あ
る
も
の

■
事
業
内
容

① 

空
地
、
街
路
等
を
利
用
し
て
の

緑
や
花
づ
く
り

②
緑
地
や
並
木
の
育
成
保
護

③ 

歴
史
的
・
文
化
的
由
来
の
あ
る

森
林
・
樹
木
・
緑
地
又
は
そ
れ

ら
の
施
設
の
背
景
と
な
っ
て

い
る
森
林
等
の
育
成
保
護

■
助
成
額

１
グ
ル
ー
プ
４
万
円
以
内

■
助
成
対
象

苗
木
、
草
花
、
肥
料
、
農
薬
、

用
具
、
標
示
板
等
資
材　

な
ど

■
申
請
方
法

① 

「
緑
の
募
金
」緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
助
成
事
業
計
画
書
（
様

式
１
）

　
（
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
農
政

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

②
団
体
規
約

③
団
体
役
員
名
簿

を
農
政
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
提
出
期
限

６
月
12
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

平
成
27
年
度
春
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
体
験
談

＆
説
明
会
」

開
発
途
上
国
で
活
動
す
る
J
I

C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内

容
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
日
時

　

４
月
11
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

（
入
退
場
自
由
）

■
会
場

　

と
ち
ぎ
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
募
集
課

☎
０
３（
５
２
２
６
）９
８
１
３

　

 
jicavolunteer-boshu@

jica.go.jp

　

 
http://w

w
w
.jica.go.jp/

volunteer/
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公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
検
討
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

本
市
の
全
て
の
公
共
施
設
（
道

路
等
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
）
を
対

象
に
、
そ
の
適
正
配
置
に
向
け
た

基
本
方
針
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
た
め
、
検
討
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
委
員
会
の
名
称

　

下
野
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
検
討
委
員
会

　

※
委
員
会
は
公
募
委
員
・
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成

■
募
集
人
数　

３
名
以
内

■
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
必
要
な
審
議
が

終
了
す
る
ま
で
（
概
ね
平
成
29
年

３
月
ま
で
の
２
年
間
と
な
り
ま

す
）

■
会
議
開
催
回
数

　

９
回
程
度
（
平
成
27
年
６
月
頃

か
ら
平
成
28
年
３
月
頃
ま
で
の
間

に
３
回
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
平

成
29
年
３
月
頃
ま
で
の
間
に
６
回

を
予
定
）

■
応
募
資
格

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
原
則
と

し
て
20
歳
以
上
の
方

②
原
則
と
し
て
、
市
で
設
置
す
る

ほ
か
の
審
議
会
、
委
員
会
等
の
委

員
で
な
い
方

③
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方

④
下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

の
職
員
で
な
い
方

■
報
酬

　

会
議
１
回
あ
た
り

　
　
　
　
　

６
，０
０
０
円

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
総
合
政
策
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
、
F
A
X
、

メ
ー
ル
、
直
接
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

　

４
月
24
日
㈮

午
後
３
時　

必
着
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法
等

　

応
募
動
機
等
の
評
価
に
よ
る
書

類
選
考
を
行
い
ま
す
。
結
果
に
つ

い
て
は
５
月
下
旬
頃
ま
で
に
郵
送

に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　

下
野
市
総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0

　

（
40
）5
5
7
2

　

 
sougouseisaku@

city.
shim

otsuke.lg.jp

下
野
市
は
、
市
内
に
６
つ
の
市

営
墓
地
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
墓
所
共
通
事
項

⑴ 

使
用
料
は
、
墓
所
を
使
用
で
き

る
権
利
で
、
土
地
の
所
有
権
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵ 

管
理
料
は
、
共
用
施
設
の
除
草

等
、
墓
地
を
管
理
す
る
た
め
の

費
用
で
す
。

⑶ 

使
用
料
及
び
管
理
料
は
、
墓
地

使
用
許
可
後
に
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
資
格

⑴ 
本
市
に
引
き
続
き
3
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方

⑵ 

同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許
可

を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い

方
（
他
の
市
営
墓
地
か
ら
の
改

葬
は
除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

⑴
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

　

 （
環
境
課
に
設
置
。
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

⑵
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し

　
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

夏
休
み
体
験
教
室

講
師
募
集

グ
リ
ム
の
館
で
は
、
夏
休
み
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
体
験

教
室
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店

者
、
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

も
の
つ
く
り
教
室
や
美
術
教
室
、

遊
び
体
験
な
ど
、
内
容
は
自
由
で

す
。

■
開
催
日

８
月
23
日
㈰

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

グ
リ
ム
の
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

■
出
店
料

参
加
料
収
入
の
10
％
を
出
店
料

と
し
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
募
集
数　

各
12
団
体
程
度

■
募
集
方
法

４
月
20
日
ま
で
に
、
グ
リ
ム
の

館
で
配
付
し
て
い
る
申
込
用
紙
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

　

 
http://w

w
w
.grim

m
-no.

net/
■下野市市営墓地
名　　　称 所在地 使用料 管理料（年間） ◎カロート設置 公募

三 昧 場 墓 地 薬師寺3024番地 80,000円 2,000円 無 受付中
国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 300,000円 850円 有 ー
柴 南 霊 園 墓 地 柴77番地3 270,000円 850円 有 受付中
サイ川霊園墓地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有 ー
柴 木 間 内 墓 地 柴77番地1 170,000円 850円 無 受付中

すがた川霊園墓地 中大領688番地 320,000円 3,000円（普通）
4,000円（芝生） 有 受付中

◎カロート：骨壺を収めるためのコンクリート製の設備
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

平
成
27
年
度
親
子
教
室

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
入
園
前

の
一
時
を
少
し
で
も
お
手
伝
い
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
親
子
で
触

れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒
に
子
育
て

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

○
国
分
寺
東
児
童
館
（
ひ
よ
こ
教

室
）

○
国
分
寺
駅
西
児
童
館
（
バ
ン
ビ

教
室
）

■
対
象
者

　

１
歳
6
か
月
〜
３
歳
の
親
子

■
実
施
日

　

第
２
・
第
４
の
火
曜
日

　

午
前
10
時
〜

■
定
員　

各
児
童
館
15
組

■
募
集
期
間

　

4
月
7
日
㈫
〜
14
日
㈫

・
電
話
で
の
申
し
込
み
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

○
石
橋
児
童
館

　

な
か
よ
し
広
場

■
対
象
者

　

２
・
３
歳
児
の
親
子

■
実
施
日

　

第
２
・
第
４　

火
曜
日
コ
ー
ス
、

　

木
曜
日
コ
ー
ス

　

午
前
10
時
〜

■
定
員　

各
コ
ー
ス
10
組

　

ふ
れ
あ
い
広
場

■
対
象
者

　

１
歳
児
の
親
子

■
実
施
日　

第
１
・
第
３
火
曜
日

　

午
前
10
時
〜

■
定
員　

10
組

■
募
集
期
間

　

4
月
7
日
㈫
〜
14
日
㈫　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
児
童
館

　

☎（
52
）１
１
２
９

○
南
河
内
児
童
館
（
の
び
の
び
ひ

ろ
ば
）

■
対
象
者

　

0
歳
〜
3
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
親

子■
実
施
日　

4
月
15
日
㈬
〜
毎
週

水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜

　

※
参
加
自
由

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

In
下
野

高
齢
者
の
施
設
に
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
高
齢
者
住
宅
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
下
野
市

で
も
新
し
い
施
設
が
で
き
て
い
ま

す
。
実
際
に
見
学
し
て
、
気
に
な

る
点
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

５
月
19
日
㈫

　

午
後
０
時
50
分
集
合
・

　
　
　

４
時
40
分
解
散
予
定

■
見
学
予
定
施
設

・
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

あ
ら
た

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
リ
ビ
ン
グ
サ
ン
ク
ス
石
橋

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
ひ
ま
わ
り
の
家
石
橋

・
下
野
市
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う
が
お
の
丘

■
集
合
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
玄
関
前

■
定
員　

20
名

■
申
込
締
切

　

定
員
に
な
り
次
第
も
し
く
は
５

月
10
日
ま
で

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

み
な
み
か
わ
ち

　
　

☎（
44
）３
０
０
２

　
　

こ
く
ぶ
ん
じ

　
　

☎（
43
）１
２
２
９

　
　

い
し
ば
し

　
　

☎（
51
）０
６
３
３

平
成
27
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
受
験
資
格

１
． 

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成

6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

２
． 

平
成
6
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
方

⑴ 

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

28
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

⑵ 

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

方
■
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
。

　

 
http://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈬
午
前
9
時
〜
13
日

㈪
﹇
受
信
有
効
﹈

■
試
験
日

　

第
１
次
：
６
月
７
日
㈰

　

第
２
次
：
７
月
14
日
㈫
〜
22
日

㈬
の
う
ち
第
１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日
時

■
問
い
合
わ
せ
先

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
03（
3
5
8
1
）5
3
1
1

○
掲
載
事
項
以
外
の
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係

☎
0
4
8（
6
0
0
）3
1
1
1

　広報は月に約１万８千部を発行、ホームページ
は月に約４万５千のアクセスがあります。
　企業の PR、オープンしたお店の宣伝、塾の生
徒募集などに有料広告を掲載してみませんか。詳
しくはホームページまたは総合政策課まで。

市の広報、ホームページに広告を載せてみませんか

　総合政策課　電話40-5550

市ホームページ　http://www.city.shimotsuke.lg.jp/

問い合わせ先
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くらしの情報

ひ
と
り
親
家
庭
等
介
護

員
養
成
研
修
受
講
希
望

者
募
集

栃
木
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
自
立
支
援
と
就
業
促
進
を
図

る
た
め
、
介
護
員
養
成
研
修
（
介

護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
）
を
開

催
し
ま
す
。

■
実
施
機
関

　

公
益
財
団
法
人　

栃
木
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
連
合
会

■
対
象
者

①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

① 

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
、
寡
婦
の
方

② 

地
域
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
る
方
ま
た
は
従

事
し
よ
う
と
す
る
方

③
全
課
程
を
修
了
で
き
る
方

■
県
央
会
場

① 

期
間　

５
月
24
日
㈰
〜
12
月
20

日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

② 

座
学　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮

市
）

③ 

実
技　

Ｔ
Ｂ
Ｃ
福
祉
教
育
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
）

④
実
習　

居
住
地
近
隣
の
施
設

⑤
定
員　

35
名

■
県
南
会
場

① 

期
間　

５
月
17
日
㈰
〜
12
月
13

日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

② 

座
学　

栃
木
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
栃
木
市
）

③ 

実
技　

佐
野
短
期
大
学
（
佐
野

市
）

④
実
習　

居
住
地
近
隣
の
施
設

⑤
定
員　

35
名

■
研
修
内
容

　

１
３
０
時
間
（
講
義
・
演
習

１
１
８
時
間
、
実
習
12
時
間
）
と

し
、
全
科
目
修
了
後
に
１
時
間
程

度
の
修
了
評
価
テ
ス
ト
を
実
施
。

■
応
募
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
時
の
記
載
事
項

①
氏
名

　

②
母
子
・
父
子
・
寡
婦
の
別

　

③ 

住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号（
自

宅
・
携
帯
電
話
の
番
号
）

④ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
携
帯
電

話
・
パ
ソ
コ
ン
）

⑤ 

４
月
25
日
㈯
に
実
施
す
る
面

接
時
の
託
児
希
望
の
有
無

と
お
子
さ
ん
の
性
別
・
年
齢

■
応
募
締
切　

４
月
14
日
（
火
）

■
受
講
者
の
決
定

　

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
６
，

０
０
０
円
程
度
と
健
康
診
断
費
は

自
己
負
担
）

■
修
了
証
の
交
付

　

栃
木
県
知
事
の「
修
了
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

栃
木
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
連
合
会

　
（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４
番
地
１

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
１
階
）

　

☎
0
2
8（
6
6
5
）７
８
０
１

　

0
2
8（
6
6
5
）７
８
０
２

平
成
27
年
度
栃
木
県
医
師

修
学
資
金（
大
学
医
学
課

程
）利
用
者
募
集

将
来
、
産
科
医
と
し
て
栃
木
県

の
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
志
を
も

っ
た
医
学
生
を
対
象
に
修
学
資
金

を
貸
与
す
る
も
の
で
、
大
学
卒
業

後
、
栃
木
県
職
員
と
し
て
県
内
の

公
的
医
療
機
関
等
で
一
定
期
間
、

産
科
医
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る

と
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
資
格

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
第
４
〜
６
学
年
ま
で
に
在
学

す
る
全
国
の
医
学
生

■
募
集
人
員　

４
名
程
度（
産
科
）

■
貸
与
金
額

　

月
額
35
万
円（
年
額
4
2
0
万

円
）

■
貸
与
期
間

原
則
と
し
て
、
貸
与
決
定
の
年

か
ら
在
学
す
る
大
学
の
正
規
の
修

業
年
限
ま
で

■
応
募
方
法

５
月
８
日
㈮
ま
で
に
申
請
書
類

を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
当
日
消
印
有
効
）

※
手
引
き
や
申
請
書
類
は
栃
木
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
資
料
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
応
募
・
問
い
合
わ

せ
先と

ち
ぎ
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ

ー
（
栃
木
県
保
健
福
祉
部
医
療
政

策
課
内
）

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
４
５

０
２
８（
６
２
３
）３
０
５
６

　

 
http://w

w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/e02/w
elfare/iryou/

ishikakuho/igakukatei.
htm
l

と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト

協
力
者
募
集
中
！

栃
木
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
と
ち
ぎ

ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

て
お
り
、
月
１
回
、
10
問
程
度
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内
在
住
の
16
歳
以
上
の
方
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
閲
覧
及
び
電
子
メ
ー
ル
の
利

用
が
で
き
る
方
。（
国
ま
た
は
地

方
自
治
体
の
議
員
及
び
常
勤
の
国

家
公
務
員
、
栃
木
県
職
員
（
教
員

を
除
く
。）は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

■
応
募
方
法

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
広
報
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
1
5
8

　

 
http://w

w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/c05/pref/kouhou/
iken/anke.htm

l
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消
費
生
活
相
談
員
募
集

■
応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

　

① 

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー　

消
費
生
活
専
門

相
談
員 

有
資
格
者

　

② 

一
般
財
団
法
人
日
本
産
業
協

会　

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 

有
資
格
者

　

③ 

一
般
財
団
法
人
日
本
消
費
者

協
会　

消
費
生
活
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト 

有
資
格
者

　

④ 

消
費
生
活
相
談
業
務
の
経
験

が
１
年
以
上
あ
る
方

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所　

下
野
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
下
野
市
役
所
国
分
寺

庁
舎　

安
全
安
心
課
内
）

■
採
用
予
定
日

　

平
成
27
年
６
月
１
日

■
勤
務
条
件

・
職
種
：
消
費
生
活
相
談
員

・ 

身
分
：
地
方
公
務
員
法
第
３
条

第
３
項
に
規
定
す
る
非
常
勤

職
員
特
別
職

・ 

任
期
：
平
成
28
年
3
月
31
日

（
１
年
ご
と
に
更
新
）

・ 

勤
務
日
：
週
２
日
程
度
（
土
・

日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
。
）

・ 

勤
務
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

・ 

勤
務
体
制
：
１
日
１
人
体
制
で

相
談
業
務
を
行
う
。

※ 

経
験
の
有
無
に
応
じ
、
研
修
期

間
を
設
け
ま
す
。

・ 

報
酬
：
日
給
９
，０
０
０
円

（
交
通
費
・
社
会
保
険
な
し
）

・ 

研
修
等
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

及
び
県
等
で
開
催
す
る
研
修

等
に
参
加
可
能

■
職
務
内
容

・ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
及
び

苦
情
処
理
、
あ
っ
せ
ん
、
助

言
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
相
談

内
容
入
力
業
務

・ 

消
費
者
被
害
防
止
啓
発
・
消
費

者
教
育
に
関
す
る
業
務

■
応
募
方
法

　

４
月
24
日
㈮
ま
で
に
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
と
各
種
資
格

証
明
書
の
写
し
を
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
着
）

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
面
接
（
面
接
日

は
後
日
連
絡
し
ま
す
。）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

－

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

下
野
市
安
全
安
心
課

　

☎（
40
）5
5
5
5

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

４
月
16
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

４
月
8
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○ 

下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１

－

23

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
３
―
10
―
13

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　

支
部
長　

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
44
）４
９
１
７

就　

職

県
南
産
業
技
術
専
門
校

７
月
訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
・
定
員

・
機
械
加
工
科　

５
名

・
板
金
溶
接
科　

５
名

■
訓
練
期
間

　

７
月
１
日
〜
12
月
22
日

　
（
６
か
月
）

■
対
象
者

　

就
職
の
た
め
の
技
術
を
身
に
つ

け
た
い
方
（
求
職
者
等
）

■
費
用　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
等
自
己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間

　

５
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬

■
選
考
日　

５
月
27
日
㈬

■
そ
の
他

・
施
設
内
見
学
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

・
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

　

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３
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電
気
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
電
気
ス
ト
ー

ブ
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
比
べ
る
と

安
全
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

使
い
方
を
誤
る
と
大
変
危
険
で
す
。

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
安
全

に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

布
団
、
洗
濯
物
、
新
聞
な
ど
、

燃
え
る
も
の
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
を
離
れ
る
時
や
就
寝
時

に
は
必
ず
電
源
を
切
り
、
電
源
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

電
源
プ
ラ
グ
や
電
源
コ
ー
ド
に

ほ
こ
り
が
付
着
し
な
い
よ
う
、
こ

ま
め
に
清
掃
、点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
 （

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、事
前

に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い「
イ
ク
メ
ン
」！

　

育
児
に
積
極
的
に
参
加
す
る

男
性
「
イ
ク
メ
ン
」。
言
葉
自
体

は
浸
透
し
ま
し
た
が
、「
男
は
仕

事
、
女
は
育
児
」
と
い
う
固
定

概
念
は
、
依
然
と
し
て
残
って
い

る
よ
う
で
す
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
北
欧
先
進

諸
国
で
は
、
６
歳
未
満
の
子
ど

も
が
い
る
夫
婦
の
夫
の
家
事
・

育
児
時
間
（
１
日
あ
た
り
）
は
、

約
３
時
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

日
本
で
は
、
約
１
時
間
と
な
って

お
り
、
他
の
先
進
国
と
比
べ
て

最
低
水
準
と
な
って
い
ま
す
。
日

本
で
は
、約
3
割
の
男
性
が
「
育

児
休
業
を
取
得
し
た
い
」
と
希

望
し
て
い
る一
方
で
、
実
際
の
取

得
率
は
約
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
子
ど

も
を
も
つ
こ
と
や
妻
の
就
業
維
持

に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ク
メ
ン
の

人
口
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ク
メ
ン
に
な
る
た
め
に
は

家
族
を
１
つ
の
チ
ー
ム
と
と
ら

え
、
家
事
や
育
児
は
、
男
性
と

女
性
が
共
に
考
え
、
協
力
す
る

と
い
う
意
識
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
夫
婦
内
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
共
有
し
、
お
互
い
に
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
推
進
課
☎（
40
）5
5
8
5

　

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
み
か
け

る
「
け
や
き
」。
す
っ
と
上
に

伸
び
、
新
緑
や
紅
葉
が
美
し
い

樹
木
で
す
。

　

風
よ
け
の
屋
敷
林
の
ほ
か
公

園
や
街
路
樹
な
ど
に
植
栽
さ
れ

て
親
し
み
が
あ
る
う
え
、
半
球

状
に
伸
び
る
枝
が
、
市
民
が
手

を
取
り
合
っ
て
育
ち
ゆ
く
様
を

象
徴
す
る
の
に
相
応
し
い
と
の

こ
と
か
ら
、
下
野
市
合
併
時
に

「
市
の
木
」
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。

　

日
本
で
も
広
く
分
布
し
て
お

り
、
多
く
の
自
治
体
で
シ
ン
ボ

ル
に
け
や
き
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

花
は
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん

が
、
４
月
に
葉
の
展
開
と
一
緒

に
開
き
ま
す
。
葉
が
つ
く
高
い

場
所
に
咲
く
た
め
見
つ
け
づ
ら

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

け
や
き
は
古
来
よ
り
木
材
と

し
て
利
用
さ
れ
、
木
目
の
美
し

さ
や
固
い
木
材
な
が
ら
加
工
も

困
難
で
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般

の
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
神
社
仏

閣
の
家
具
や
建
具
な
ど
に
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
和
太
鼓
の

胴
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

け
や
き
の
呼
び
名
は
、「
け

や
け
き
」
木
が
由
来
と
さ
れ
て

い
ま
す
。「
け
や
け
き
」と
は「
き

わ
だ
っ
て
目
立
っ
た
、特
別
な
」

な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
姿

の
美
し
さ
も
昔
か
ら
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

栃
木
県
指
定
の
天
然
記
念
物

に
な
っ
て
い
る
け
や
き
も
多
く
、

隣
り
壬
生
町
の
円
宗
寺
の
け
や

き
は
、
樹
齢
約
６
０
０
年
と
言

わ
れ
、
２
本
の
木
が
根
元
で
く

っ
つ
き
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る

姿
か
ら
縁
結
び
の
け
や
き
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
け
」で
す

電
気
ス
ト
ー
ブ
火
災

に
注
意
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 55ページ

国際交流協会イースター・エッグ作り▶

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
心
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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くらしの情報

小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
①③ ②④ ③⑤ ④⑥

5 6 7 8 9 10 11
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
12 13 14 15 16 17 18
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
19 20 21 22 23 24 25
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
26 27 28 29 30
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

14日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3)

21日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
15日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
4月7・14・21日、5月12日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談 4月28日㈫
法律相談 4月9日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
4月6･13･20日､ 5月11日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 4月27日㈪
法律相談 5月14日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
4月3・10・17日、5月1・8日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　4月24日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

4
月
天平公園

４月の清掃はありません
花広場

5
月
天平公園 国分寺地区老人クラブ

花広場 下野市地域婦人会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　４月30日㈭
国民年金保険料 3月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 1 1 ､ 2 5 日㈯

場所 11日：南河内児童館
25日：グリーンタウンコミュニティセンター

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

4⽉
April
卯⽉
うづき

きらら館は
トレーニング室
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今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
左
ハ
サ
ミ
の
向
き
が
逆　

②
中
央
下
の
色
鉛
筆
の
位
置　

③
中
央
卵
パ
ッ
ク
の
上
に
卵
が
あ
る

今月の何の日

４
月
８
日

タ
イ
ヤ
の
日

　

高
速
道
路
で
遠
く
に
お
出
か
け
。「
出
発
！
」

「
ち
ょ
っ
と
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
大
丈
夫
？
」

　

春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
る
４
月
と
、

「
輪
（
タ
イ
ヤ
）」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
８
」

日
を
組
み
合
わ
せ
て
た
も
の
で
す
。
一
般
社

団
法
人
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
な
ど
に
よ

る
タ
イ
ヤ
点
検
な
ど
も
全
国
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
４
年
「
タ
イ
ヤ
の
日
」
に
行
わ
れ

た
タ
イ
ヤ
点
検
で
は
、
２
割
強
の
車
両
で
整

備
不
良
が
あ
り
、
そ
の
原
因
１
位
が
「
空
気

圧
不
足
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
空
気
圧
不
足

は
燃
費
の
悪
化
ば
か
り
で
な
く
、
タ
イ
ヤ
の

損
傷
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
で
き

る
タ
イ
ヤ
点
検
の
基
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

● 

空
気
圧
の
点
検
…
タ
イ
ヤ
管
理
の
基
本
で

す
。
最
低
１
か
月
に
一
度
は
空
気
圧
を
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

● 

タ
イ
ヤ
の
摩
耗
…
タ
イ
の
摩
耗
限
度
は
残
り

溝
１
・
６
ミ
リ
で
す
。
そ
れ
以
前
に
新
し
い

タ
イ
ヤ
と
交
換
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

外
傷
・
亀
裂
の
点
検
…
タ
イ
ヤ
コ
ー
ド
（
ゴ

ム
の
下
部
）
に
達
し
て
い
る
外
傷
、
亀
裂

の
あ
る
タ
イ
ヤ
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

● 

タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
…
タ
イ
ヤ
の
装
置
位

置
に
よ
っ
て
、
摩
耗
の
仕
方
に
違
い
が
で

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
摩
耗
状
態
を
見
て

位
置
交
換
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：
一
般
社
団
法
人　

日
本
自
動
車

タ
イ
ヤ
協
会　

http://w
w
w
.jatm

a.or.jp/

毎年天平の花まつりが始まる前に行われている、下野市
シルバー人材センターによる清掃ボランティア。
雨も多いこの時節、晴々とした天気に会員からも、「花ま
つりも雨が少ないといいね。」と、今年も多くの来場者が
来ることを楽しみにしている声が聞かれました。

下野市制施行10周年記念
～市民とともに未来を創る～

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.4
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下野市制施行10周年記念

市制10周年記念ロゴマーク

シルバー人材センター会員による　　　
　　　天平の丘公園のボランティア清掃

■人口と世帯（ 3月 1日現在）
　　人口／60,314人（＋93）、男性／29,986人（＋19）、女性／30,328人（＋74）、世帯数／22,651世帯（＋68）

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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ド
イ
ツ
の
学
校
制
度

中
学
校
が
な
い
！？

　

ド
イ
ツ
と
日
本
の
学
校
は
似
て
い
る

点
も
あ
れ
ば
違
う
点
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
ド
イ
ツ
の
学
校
制
度
に
お
い
て
日

本
と
異
な
る
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
日
本
で

は
小
学
校
が
６
年
間
、
中
学
校
と
高
校

は
そ
れ
ぞ
れ
３
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ド
イ
ツ
の
場
合
は
中
学
校
が

な
く
、
小
学
校
に
４
年
間
、
そ
の
あ
と

高
校
に
６
年
間
ま
た
は
８
年
間
通
い
ま

す
。
日
本
の
こ
の
制
度
は
１
９
４
７
年

か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
ド

イ
ツ
は
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
多
く
の

ド
イ
ツ
の
州
で
高
校
の
期
間
が
９
年
間

か
ら
８
年
間
に
短
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
小
さ
い
改
正
の
他
に
大

き
い
改
正
が
ド
イ
ツ
の
大
学
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９

９
年
に
初
め
て
29
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
々
が
大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
、

お
互
い
制
度
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
学
士
と
修

士
を
異
な
る
国
の
大
学
で
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
例
え
ば
、

ド
イ
ツ
で
高
校
を
卒
業
後
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
学
士
を
取
り
、
最
後
に
フ
ラ
ン

ス
で
修
士
を
取
得
す
る
。）そ
の
上
、
在

学
期
間
中
に
国
境
を
超
え
て
大
学
を
変

更
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

大
学
入
試
も
な
い
!?

　

こ
の
よ
う
な
地
理
的
な
柔
軟
性
に
加

え
て
、
私
が
思
う
日
本
と
ド
イ
ツ
の
高

等
教
育
の
最
大
の
違
い
は
、
大
学
に
入

る
た
め
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
よ
う
な
大
学
入
学
試
験
は
ド
イ
ツ
に

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
だ
と
大
学

に
入
る
こ
と
が
と
て
も
大
変
で
す
が
、

ド
イ
ツ
で
は
一
般
的
に
卒
業
試
験
が
最

も
難
し
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
最
後
の
試
験
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
が
、
最
終
的
な
評
価
は
、
学
生
が
受

け
た
全
て
の
テ
ス
ト
や
、
在
学
期
間
に

行
っ
た
全
て
の
研
究
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
卒
業
証

明
書
は
学
生
の
努
力
や
能
力
に
つ
い
て

の
長
い
話
を
伝
え
る
一
枚
の
紙
に
な
り

ま
す
。

　

日
本
で
は
よ
り
優
秀
な
大
学
に
入
る

こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
、
ド
イ
ツ
の
大
学
は
特
定
の
分

野
で
有
名
な
こ
と
が
多
く
、
ド
イ
ツ
の

学
生
は
勉
強
し
た
い
分
野
に
よ
っ
て
大

学
を
選
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え
ば

ア
ー
ヘ
ン
大
学
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ケ
ル
ン
大
学
は
化
学
と
経
済
学
で
有
名

で
す
。

シ
ニ
ア
大
学
生

　

他
に
ド
イ
ツ
の
大
学
の
特
徴
を
２
つ

挙
げ
ま
す
。
１
つ
目
は
授
業
料
で
す
。

世
界
中
ど
こ
で
も
大
学
の
授
業
料
は
非

常
に
高
い
で
す
が
、
ド
イ
ツ
で
は
社
会

的
地
位
や
文
化
的
背
景
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
人
が
高
等
教
育
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
大
学
の
授
業

料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
つ
目

は
シ
ニ
ア
学
生
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
定

年
退
職
し
た
後
に
大
学
に
入
学
す
る
人

が
多
く
い
ま
す
。
彼
ら
は
定
年
退
職
後

も
大
学
に
通
う
こ
と
で
、
物
理
的
に
も

精
神
的
に
も
社
会
と
つ
な
が
り
を
保
ち

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
に
関
連
し
て
、
今
月
の

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
「
マ
シ
ア
ス
の

町
遊
び
」
で
は
、
ド
イ
ツ
の
大
学
教
育

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
ド
イ
ツ
の
学
校
制
度
に
興
味
が
あ

る
方
、
も
し
く
は
ド
イ
ツ
の
大
学
に
留

学
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
７
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

ド
イ
ツ
大
学
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ド
イ
ツ
の
大
学
教
育
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
３
人
の
ド
イ
ツ

人
の
方
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

英
語
で
の
講
演
と
な
り
ま
す
が
、
私
マ

シ
ア
ス
が
通
訳
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

講
演
者
：
イ
エ
ン
ス
・
ル
ッ
ケ
氏

：
機
械
技
師
（
学
士
）　　

　
　
　
　

カ
イ
・
ヴ
ィ
ル
ツ
氏

：
化
学
（
博
士
）　　
　
　

　
　
　
　

ト
マ
ス
・
ロ
メ
ッ
チ
ュ
氏

：
航
空
機
（
マ
イ
ス
タ
ー
）

内
容
： 

ド
イ
ツ
の
学
校
制
度
（
小
学
校

〜
高
校
）、ド
イ
ツ
の
大
学
教
育
、

教
育
と
職
業
訓
練
、
ド
イ
ツ
へ

の
留
学

日
時
：
4
月
10
日
㈮

　
　
　

午
後
6
時
〜
8
時
30
分

場
所
：
国
分
寺
公
民
館　

視
聴
覚
室

　
　
　
（
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地
）

定
員
：
50
名

参
加
料
：
無
料

申
込
締
切
：
4
月
9
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com




